漱石と「紫溟吟社」 by 村田 由美
か
ら
卒
業
ま
で
漱
石
の
家
で
書
生
を
し
て
い
た
人
物
で
の
ち
に
第
三
高
等
学
校
教
授
と
な
っ
た
。
熊
本
の
家
を
引
き
払
っ
た
漱
石
と
と
も
に
上
京
し
た
。
千
江
は
こ
う
し
た
五
高
の
懐
か
し
い
人
々
と
旧
交
を
あ
た
た
め
て
い
た
よ
う
だ
。
昭
和
三
年
九
月
の
句
稿
に
は
、﹁
松
山
着
、
城
戸
屋
、
漱
石
師
の
﹁
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
間
﹂
の
題
で
﹁
無
花
果
を
食
ふ
や
故
人
の
間
に
近
く
﹂
と
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
﹁
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
間
に
来
し
弟
子
や
秋
の
朝
﹂
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
﹁
城
戸
屋
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
間
に
泊
ま
る
﹂
と
題
し
て
﹁
秋
さ
ぶ
や
戸
棚
の
下
の
一
五
畳
﹂﹁
先
生
の
戸
棚
の
秋
を
探
し
け
り
﹂﹁
先
生
の
背
中
の
後
や
秋
畳
﹂
と
、
漱
石
へ
の
思
い
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
昭
和
一
一
︵
一
九
三
六
︶
年
七
月
の
松
山
へ
の
旅
で
も
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
間
を
詠
ん
で
い
る
。﹁
夏
帽
を
置
く
や
昔
の
違
い
棚
﹂﹁
汗
の
手
に
柱
を
撫
で
て
人
恋
し
﹂
﹁
旅
扇
先
生
よ
り
も
い
の
ち
な
が
﹂﹁
先
生
の
机
の
座
な
る
星
涼
し
﹂﹁
弟
子
あ
り
ぬ
葭
簀
の
影
の
淡
き
時
﹂
と
﹃
千
江
句
集
﹄
か
ら
抜
粋
し
て
み
た
が
、
描
か
れ
る
の
は
師
漱
石
へ
の
哀
惜
の
念
で
あ
る
。
千
江
が
ま
だ
五
高
生
で
あ
っ
た
明
治
三
二
年
一
〇
月
一
七
日
漱
石
を
詠
ん
だ
句
が
あ
る
。﹁
漱
石
は
酒
嫌
ひ
な
り
冬ふゆ
籠ごも
り﹂。
こ
れ
ら
の
句
は
、
そ
れ
か
ら
四
〇
年
以
上
も
経
っ
て
漱
石
の
﹁
弟
子
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
を
懐
か
し
む
よ
う
な
関
係
が
五
高
時
代
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
熊
本
時
代
の
漱
石
の
姿
は
寺
田
寅
彦
が
よ
く
伝
え
る
が
、
寅
彦
だ
け
で
な
く
、﹁
師
と
弟
子
﹂
と
い
う
濃
密
な
関
係
を
は
ぐ
く
ん
だ
の
が
、
熊
本
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
の
厨
川
千
江
と
の
交
流
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
漱
石
は
熊
本
時
代
生
徒
た
ち
の
心
に
残
る
﹁
先
生
﹂
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
注⑴
　
小
島
武
雄
﹁﹃
龍
南
﹄
と
夏
目
漱
石
﹂︵﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
二
〇
〇
号
、
昭
一
・
一
二
︶
⑵
　
原
井
拓
士
﹁
厨
川
千
江
の
俳
句
に
つ
い
て
－
解
説
－
﹂︵
原
井
拓
士
編
著
﹃
厨
川
千
江
句
集
﹄
昭
五
六
・
一
〇
、
非
売
品
︶
⑶
　﹁
紫
溟
吟
社
・
そ
の
成
立
と
終
焉
﹂︵﹃
熊
本
商
大
論
集
﹄
一
五
号
、
昭
三
七
・
一
二
︶
⑷
　
紫
川
は
、
帝
国
大
学
入
学
後
も
、
雑
誌
﹃
日
本
人
﹄
へ
の
投
句
を
続
け
、
明
治
三
五
年
三
月
二
〇
日
刊
を
最
後
に
一
四
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
千
江
の
俳
句
は
﹃
日
本
人
﹄
に
は
見
ら
れ
な
い
。
⑸
　
注
⑵
に
同
じ
⑹
　
子
規
選
に
紫
川
五
句
、
四
方
太
選
に
紫
川
、
千
江
各
一
句
、
霽
月
選
に
千
江
二
句
、
虚
子
選
に
紫
川
一
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
⑺
　
拙
著
﹁
鏡
子
の
﹃
身
投
げ
は
事
故
﹄﹂︵﹃
漱
石
が
い
た
熊
本
﹄
風
間
書
房
、
令
一
・
五
︶
に
鏡
子
夫
人
の
事
件
に
つ
い
て
述
べ
た
。
⑻
　﹁
日
本
﹂
に
掲
載
さ
れ
た
寅
彦
の
俳
句
は
、
三
二
年
一
〇
月
一
三
日
に
﹁
芝
垣
に
煙
草
干
し
け
り
鶏
頭
花
﹂﹁
寺
子
屋
の
門
を
這
入
れ
ば
鶏
頭
花
﹂、
同
二
一
日
に
﹁
虫
売
や
火
の
用
心
の
莨
入
れ
﹂、
二
三
日
に
﹁
莨
刻
む
音
や
戸
を
渡
る
夜
寒
か
な
﹂、
二
六
日
に
﹁
山
賊
の
莨
く
ゆ
ら
す
夜
長
か
な
﹂
の
五
句
⑼
　
注
⑵
に
同
じ
⑽
　
蒲
生
紫
川
﹁
九
州
の
新
派
俳
句
会
﹂︵﹃
懸
葵
﹄
明
三
七
・
五
︶
⑾
　
注
⑽
に
同
じ
⑿
　
渋
川
玄
耳
﹃
鈍
語
﹄︵
大
三
・
二
︶
に
よ
る
と
熊
本
で
は
漱
石
の
家
を
二
度
訪
問
し
た
と
い
う
。
子
規
に
は
明
治
二
九
年
か
ら
俳
句
の
添
削
を
乞
う
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
⒀
　
事
情
は
不
明
だ
が
、﹁
紫
溟
吟
社
第
二
回
兼
題
﹂
の
選
句
は
東
京
の
松
瀬
青
々
が
行
っ
て
い
る
。
⒁
　﹁
父
の
あ
れ
こ
れ
﹂
は
、﹃
厨
川
千
江
句
集
﹄
の
原
井
拓
士
の
解
説
中
に
あ
る
が
、
本
文
の
所
在
は
不
明
で
原
井
の
引
用
文
に
よ
る
。
⒂
　
注
⑵
に
同
じ
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﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
の
編
集
委
員
と
し
て
も
活
躍
し
、
小
説
、
戯
曲
、
詩
な
ど
も
掲
載
し
て
い
る
。﹁
夕
闇
﹂
は
詩
と
短
歌
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、﹁
紫
溟
吟
社
﹂
に
名
を
残
し
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
ま
た
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
俳
人
、
村
上
霽
月
が
、
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
一
〇
一
号
︵
明
三
六
・
六
︶、
一
〇
二
号
︵
明
三
六
・
一
一
︶、
一
〇
九
号
︵
明
三
八
・
一
︶
の
紫
溟
吟
社
俳
句
の
選
者
を
務
め
、
霽
月
の
句
も
一
〇
二
号
に
一
〇
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
を
興
し
た
千
江
は
教
師
と
な
り
生
前
一
冊
の
句
集
も
残
さ
な
か
っ
た
が
、﹁
防
長
新
聞
﹂
俳
壇
選
者
を
務
め
、
俳
句
界
に
貢
献
し
た
。
紫
川
は
内
科
医
と
な
り
、
結
核
の
﹁
大
気
安
静
療
法
﹂
を
初
め
て
本
格
的
に
紹
介
し
た
。
千
江
は
昭
和
一
五
︵
一
九
四
〇
︶
年
六
月
一
三
日
死
去
し
た
。
そ
の
報
を
受
け
た
紫
川
は
﹁
訃
音
聞
く
五
月
雨
の
窓
に
吾
も
老
ゆ
﹂
と
詠
ん
だ
と
い
う
︵
茂
野
吉
之
助
﹃
療
苑
﹄︶。
紫
川
は
そ
の
二
年
後
、
昭
和
一
七
︵
一
九
四
二
︶
年
九
月
八
日
死
去
し
て
い
る
。
七
、
漱
石
と
厨
川
千
江
厨
川
千
江
は
、
五
高
か
ら
帝
国
大
学
国
文
学
科
に
進
学
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
﹃
句
集
﹄
に
は
、
明
治
三
一
年
秋
冬
の
三
九
句
、
明
治
三
二
年
の
八
八
句
と
明
治
三
四
年
か
ら
三
五
年
の
一
八
句
、
明
治
三
七
年
の
一
九
句
が
あ
る
の
み
で
、
俳
句
を
熱
心
に
や
っ
た
形
跡
は
な
い
。
五
高
時
代
の
友
人
で
、
紫
溟
吟
社
に
も
名
を
連
ね
た
白
仁
三
郎
︵
白
楊
、
の
ち
の
坂
元
雪
鳥
︶
と
は
大
学
時
代
も
親
し
く
、
生
涯
の
友
で
あ
っ
た
と
い
う
。
大
学
時
代
、
肋
膜
炎
を
患
っ
た
千
江
の
た
め
に
、
雪
鳥
は
毎
日
欠
か
さ
ず
送
薬
の
労
を
と
っ
た
。
大
学
卒
業
後
、
雪
鳥
は
東
京
に
残
り
、
千
江
は
地
方
の
教
師
と
し
て
遠
く
離
れ
た
地
に
す
ん
だ
が
、
上
京
の
機
会
が
あ
る
と
き
は
、
雪
鳥
と
会
う
た
め
に
必
ず
一
日
あ
け
て
い
た
と
、
長
女
の
厨
川
登
久
子
が
書
き
残
し
て
い
る⒁
。
千
江
と
漱
石
と
の
そ
の
後
の
交
流
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
、
書
簡
も
残
っ
て
い
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、﹃
句
集
﹄
を
編
集
し
た
原
井
は
、
漱
石
が
留
学
先
の
ロ
ン
ド
ン
か
ら
帰
朝
後
、
千
江
と
の
交
流
が
再
開
し
た
と
見
て
い
る
。
漱
石
は
五
高
を
辞
職
し
、
第
一
高
等
学
校
に
就
職
す
る
。
一
高
で
は
、
早
速
俳
句
会
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
漱
石
は
﹁
落
ち
し
雷
を
盥
に
伏
せ
て
鮓
の
石
﹂
と
い
う
句
を
詠
ん
だ
。
原
井
は
千
江
が
こ
の
句
会
に
﹁
待
ち
構
え
て
い
た
、
と
ば
か
り
に
出
席
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
と
こ
ろ
﹂
と
記
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
こ
の
句
が
書
か
れ
た
短
冊
を
千
江
が
所
持
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
原
井
は
、
こ
の
句
会
の
席
上
で
詠
ま
れ
た
も
の
を
千
江
に
与
え
た
と
推
測
し
て
い
る⒂
。
ま
た
、
千
江
は
﹁
灯
を
消
せ
ば
涼
し
き
星
や
窓
に
入
る
﹂
と
い
う
明
治
四
四
︵
一
九
一
一
︶
年
作
の
半
切
を
所
持
し
て
い
る
。
漱
石
の
修
善
寺
の
大
患
の
折
に
は
、
や
は
り
機
会
を
見
て
上
京
し
、
漱
石
を
見
舞
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
千
江
は
、
明
治
三
七
︵
一
九
〇
四
︶
年
七
月
に
帝
国
大
学
を
卒
業
す
る
と
、
翌
三
八
年
三
月
か
ら
郷
里
島
根
県
の
島
根
県
立
第
二
中
学
校
の
国
語
教
師
と
な
っ
た
。
以
後
、
島
根
県
立
杵
築
中
学
校
教
諭
、
千
葉
県
立
佐
倉
中
学
校
長
を
経
て
、
大
正
一
〇
︵
一
九
二
一
︶
年
三
月
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
長
に
就
任
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
千
江
は
全
く
句
作
を
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
昭
和
二
︵
一
九
二
七
︶
年
一
月
か
ら
同
四
年
一
二
月
の
三
年
間
に
一
六
〇
〇
余
句
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
句
の
な
か
に
漱
石
と
子
規
を
詠
ん
だ
句
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
ず
昭
和
二
年
一
月
伊
予
へ
の
出
張
で
詠
ん
だ
句
に
﹁
子
規
先
生
と
漱
石
先
生
と
﹂
の
前
書
き
で
﹁
豎
子
に
あ
る
天
下
の
二
師
や
納
豆
汁
﹂
が
あ
る
。
ま
た
同
年
八
月
の
句
中
に
﹁
東
京
、
寒
月
居
﹂
と
あ
り
﹁
朝
々
の
髯
剃
る
縁
や
金
魚
鉢
﹂
の
句
が
あ
る
。
寅
彦
の
家
に
泊
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
あ
と
に
は
﹁
雪
鳥
邸
﹂
の
前
書
き
の
あ
る
句
も
あ
る
。﹁
雪
鳥
﹂
は
坂
元
雪
鳥
、
白
仁
三
郎
の
こ
と
だ
。
昭
和
三
年
四
月
の
句
稿
に
は
﹁
雪
鳥
居
、
幼
児
を
悼
む
﹂
の
前
書
き
の
あ
る
句
も
あ
る
。
同
じ
く
﹁
寒
月
居
﹂
の
句
の
少
し
後
に
は
﹁
湯
浅
大
人
を
訪
ふ
﹂
の
前
書
き
の
あ
る
句
も
あ
る
。
湯
浅
大
人
と
は
、
湯
浅
廉
孫
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
三
二
年
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﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
の
編
集
委
員
と
し
て
も
活
躍
し
、
小
説
、
戯
曲
、
詩
な
ど
も
掲
載
し
て
い
る
。﹁
夕
闇
﹂
は
詩
と
短
歌
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、﹁
紫
溟
吟
社
﹂
に
名
を
残
し
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
ま
た
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
俳
人
、
村
上
霽
月
が
、
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
一
〇
一
号
︵
明
三
六
・
六
︶、
一
〇
二
号
︵
明
三
六
・
一
一
︶、
一
〇
九
号
︵
明
三
八
・
一
︶
の
紫
溟
吟
社
俳
句
の
選
者
を
務
め
、
霽
月
の
句
も
一
〇
二
号
に
一
〇
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
を
興
し
た
千
江
は
教
師
と
な
り
生
前
一
冊
の
句
集
も
残
さ
な
か
っ
た
が
、﹁
防
長
新
聞
﹂
俳
壇
選
者
を
務
め
、
俳
句
界
に
貢
献
し
た
。
紫
川
は
内
科
医
と
な
り
、
結
核
の
﹁
大
気
安
静
療
法
﹂
を
初
め
て
本
格
的
に
紹
介
し
た
。
千
江
は
昭
和
一
五
︵
一
九
四
〇
︶
年
六
月
一
三
日
死
去
し
た
。
そ
の
報
を
受
け
た
紫
川
は
﹁
訃
音
聞
く
五
月
雨
の
窓
に
吾
も
老
ゆ
﹂
と
詠
ん
だ
と
い
う
︵
茂
野
吉
之
助
﹃
療
苑
﹄︶。
紫
川
は
そ
の
二
年
後
、
昭
和
一
七
︵
一
九
四
二
︶
年
九
月
八
日
死
去
し
て
い
る
。
七
、
漱
石
と
厨
川
千
江
厨
川
千
江
は
、
五
高
か
ら
帝
国
大
学
国
文
学
科
に
進
学
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
﹃
句
集
﹄
に
は
、
明
治
三
一
年
秋
冬
の
三
九
句
、
明
治
三
二
年
の
八
八
句
と
明
治
三
四
年
か
ら
三
五
年
の
一
八
句
、
明
治
三
七
年
の
一
九
句
が
あ
る
の
み
で
、
俳
句
を
熱
心
に
や
っ
た
形
跡
は
な
い
。
五
高
時
代
の
友
人
で
、
紫
溟
吟
社
に
も
名
を
連
ね
た
白
仁
三
郎
︵
白
楊
、
の
ち
の
坂
元
雪
鳥
︶
と
は
大
学
時
代
も
親
し
く
、
生
涯
の
友
で
あ
っ
た
と
い
う
。
大
学
時
代
、
肋
膜
炎
を
患
っ
た
千
江
の
た
め
に
、
雪
鳥
は
毎
日
欠
か
さ
ず
送
薬
の
労
を
と
っ
た
。
大
学
卒
業
後
、
雪
鳥
は
東
京
に
残
り
、
千
江
は
地
方
の
教
師
と
し
て
遠
く
離
れ
た
地
に
す
ん
だ
が
、
上
京
の
機
会
が
あ
る
と
き
は
、
雪
鳥
と
会
う
た
め
に
必
ず
一
日
あ
け
て
い
た
と
、
長
女
の
厨
川
登
久
子
が
書
き
残
し
て
い
る⒁
。
千
江
と
漱
石
と
の
そ
の
後
の
交
流
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
、
書
簡
も
残
っ
て
い
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、﹃
句
集
﹄
を
編
集
し
た
原
井
は
、
漱
石
が
留
学
先
の
ロ
ン
ド
ン
か
ら
帰
朝
後
、
千
江
と
の
交
流
が
再
開
し
た
と
見
て
い
る
。
漱
石
は
五
高
を
辞
職
し
、
第
一
高
等
学
校
に
就
職
す
る
。
一
高
で
は
、
早
速
俳
句
会
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
漱
石
は
﹁
落
ち
し
雷
を
盥
に
伏
せ
て
鮓
の
石
﹂
と
い
う
句
を
詠
ん
だ
。
原
井
は
千
江
が
こ
の
句
会
に
﹁
待
ち
構
え
て
い
た
、
と
ば
か
り
に
出
席
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
と
こ
ろ
﹂
と
記
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
こ
の
句
が
書
か
れ
た
短
冊
を
千
江
が
所
持
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
原
井
は
、
こ
の
句
会
の
席
上
で
詠
ま
れ
た
も
の
を
千
江
に
与
え
た
と
推
測
し
て
い
る⒂
。
ま
た
、
千
江
は
﹁
灯
を
消
せ
ば
涼
し
き
星
や
窓
に
入
る
﹂
と
い
う
明
治
四
四
︵
一
九
一
一
︶
年
作
の
半
切
を
所
持
し
て
い
る
。
漱
石
の
修
善
寺
の
大
患
の
折
に
は
、
や
は
り
機
会
を
見
て
上
京
し
、
漱
石
を
見
舞
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
千
江
は
、
明
治
三
七
︵
一
九
〇
四
︶
年
七
月
に
帝
国
大
学
を
卒
業
す
る
と
、
翌
三
八
年
三
月
か
ら
郷
里
島
根
県
の
島
根
県
立
第
二
中
学
校
の
国
語
教
師
と
な
っ
た
。
以
後
、
島
根
県
立
杵
築
中
学
校
教
諭
、
千
葉
県
立
佐
倉
中
学
校
長
を
経
て
、
大
正
一
〇
︵
一
九
二
一
︶
年
三
月
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
長
に
就
任
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
千
江
は
全
く
句
作
を
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
昭
和
二
︵
一
九
二
七
︶
年
一
月
か
ら
同
四
年
一
二
月
の
三
年
間
に
一
六
〇
〇
余
句
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
句
の
な
か
に
漱
石
と
子
規
を
詠
ん
だ
句
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
ず
昭
和
二
年
一
月
伊
予
へ
の
出
張
で
詠
ん
だ
句
に
﹁
子
規
先
生
と
漱
石
先
生
と
﹂
の
前
書
き
で
﹁
豎
子
に
あ
る
天
下
の
二
師
や
納
豆
汁
﹂
が
あ
る
。
ま
た
同
年
八
月
の
句
中
に
﹁
東
京
、
寒
月
居
﹂
と
あ
り
﹁
朝
々
の
髯
剃
る
縁
や
金
魚
鉢
﹂
の
句
が
あ
る
。
寅
彦
の
家
に
泊
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
あ
と
に
は
﹁
雪
鳥
邸
﹂
の
前
書
き
の
あ
る
句
も
あ
る
。﹁
雪
鳥
﹂
は
坂
元
雪
鳥
、
白
仁
三
郎
の
こ
と
だ
。
昭
和
三
年
四
月
の
句
稿
に
は
﹁
雪
鳥
居
、
幼
児
を
悼
む
﹂
の
前
書
き
の
あ
る
句
も
あ
る
。
同
じ
く
﹁
寒
月
居
﹂
の
句
の
少
し
後
に
は
﹁
湯
浅
大
人
を
訪
ふ
﹂
の
前
書
き
の
あ
る
句
も
あ
る
。
湯
浅
大
人
と
は
、
湯
浅
廉
孫
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
三
二
年
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が
い
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
意
識
し
て
い
た
は
ず
だ
。
ま
た
、
漱
石
の
関
心
が
俳
句
で
は
な
く
、
本
来
の
英
文
学
そ
の
も
の
に
戻
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
変
化
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
五
高
で
教
鞭
を
執
る
こ
と
で
、
漱
石
の
研
究
心
に
火
が
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
。
漱
石
は
、﹁
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、
シ
ャ
ン
デ
ー
﹂︵﹃
江
湖
文
学
﹄
明
三
〇
・
三
︶、﹁
英
国
の
文
人
と
新
聞
雑
誌
﹂︵﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
明
三
二
・
四
︶、﹁
小
説
﹃
エ
イ
ル
ヰ
ン
﹄
の
批
評
﹂︵﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
明
三
二
・
八
︶
の
三
本
の
論
文
を
書
い
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
英
文
学
を
授
業
で
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
の
博
識
に
つ
い
て
は
生
徒
の
回
想
で
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
い
る
。
漱
石
が
熊
本
で
最
後
に
住
ん
だ
北
千
反
畑
町
の
家
の
家
主
磯
谷
氏
は
隣
に
住
ん
で
い
た
が
﹁
夜
中
に
い
つ
起
き
て
み
て
も
、
二
階
に
灯
り
が
点
っ
て
い
て
、
漱
石
の
勉
学
し
て
い
る
気
配
が
う
か
が
わ
れ
た
﹂︵
山
崎
貞
士
﹃
熊
本
文
学
散
歩
　
章
五
一
・
四
︶
と
い
う
。
熊
本
に
あ
り
な
が
ら
も
、
英
国
で
流
行
し
て
い
る
作
品
を
い
ち
は
や
く
取
り
寄
せ
て
読
む
よ
う
な
、
英
文
学
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が
、
句
作
の
減
少
に
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
六
、「
紫
溟
吟
社
」
の
終
焉
五
高
の
枠
を
越
え
て
市
井
に
ま
で
広
が
っ
た
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
の
活
動
だ
っ
た
が
、
明
治
三
三
年
七
月
に
千
江
、
紫
川
、
白
仁
白
楊
、
平
川
草
江
が
大
学
に
去
り
、
漱
石
も
ま
た
英
国
留
学
の
た
め
熊
本
を
離
れ
る
と
、
五
高
生
の
勢
力
は
急
速
に
衰
え
て
い
く
。﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
八
一
号
︵
明
三
三
・
九
︶
で
は
﹁
紫
溟
吟
社
の
衰すい
た
い頽
﹂
と
題
し
て
、
い
ま
や
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
は
﹁
僅
か
に
命
脈
を
保
ち
つ
つ
あ
る
﹂
に
過
ぎ
ず
、﹁
尾
羽
打
枯
ら
し
た
る
寒かん
鴉がら
す﹂
の
よ
う
な
有
様
だ
と
嘆
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
町
方
の
池
松
迂
巷
、
玄
耳
、
川
瀬
六
走
が
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
の
中
心
と
な
り
、
明
治
三
四
︵
一
九
〇
一
︶
年
六
月
に
は
機
関
誌
﹃
銀いち
ょ
う杏
﹄
を
発
行
し
た
。
蒲
池
正
紀
に
よ
る
と
誌
型
は
縦
二
五
・
四
、
横
一
三
・
二
セ
ン
チ
の
細
長
い
本
で
あ
る
。
表
紙
に
銀
杏
の
字
が
木
版
で
刷
ら
れ
て
い
る
が
、
玄
耳
が
熊
本
城
の
銀
杏
の
古
木
か
ら
採
っ
た
台
木
に
、
長
男
の
手
を
取
っ
て
書
か
せ
た
も
の
を
彫
っ
た
と
い
う
︵﹁
紫
溟
吟
社
そ
の
成
立
と
終
焉
﹂︶。
九
州
各
地
の
句
会
と
連
携
し
、
句
も
全
国
か
ら
募
っ
た
。
俳
句
だ
け
で
な
く
、
和
歌
、
短
文
、
漢
詩
な
ど
も
掲
載
し
た
。
こ
の
﹃
銀
杏
﹄
の
発
刊
は
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
第
四
巻
一
一
号
︵
明
三
四
・
八
︶
で
も
﹁
六
月
二
十
日
銀
杏
を
発
行
致
候
二
号
は
七
月
二
十
日
に
発
行
致
候
﹂
と
迂
巷
の
署
名
で
報
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
雑
誌
は
一
一
号
︵
明
三
五
・
五
︶
で
廃
刊
。﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
第
六
巻
四
号
︵
明
三
五
・
一
二
︶
か
ら
し
ば
ら
く
途
切
れ
、
第
一
〇
巻
一
二
号
︵
明
四
〇
・
九
︶
の
﹁
紫
溟
吟
社
同
人
﹂
を
最
後
に
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
の
名
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
句
会
は
継
続
し
た
が
、
日
露
戦
争
の
勃
発
で
明
治
三
七
︵
一
九
〇
四
︶
年
六
月
、
玄
耳
、
長
野
蘇
南
、
中
村
桂
州
ら
が
出
征
す
る
と
、
新
聞
掲
載
の
句
も
激
減
し
た
。
一
方
、﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
で
は
第
九
二
号
︵
明
三
五
・
四
︶
か
ら
、
再
び
毎
号
紫
溟
吟
社
の
句
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
第
一
一
巻
四
号
︵
明
四
一
・
一
︶
の
﹁
地
方
俳
句
会
﹂
に
は
﹁
五
高
俳
句
会
﹂
の
名
が
見
え
る
が
、
こ
れ
を
最
後
に
五
高
の
名
も
見
ら
れ
な
く
な
る
。
広
瀬
楚
雨
の
﹁
俳
壇
反
魂
香
﹂
に
よ
る
と
明
治
四
二
︵
一
九
〇
九
︶
年
春
に
、
町
方
と
五
高
生
と
の
間
に
亀
裂
が
生
じ
た
。﹁
夏
目
先
生
﹂
が
始
め
た
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
は
五
高
の
も
の
、
と
五
高
生
が
主
張
し
た
の
だ
。
町
方
有
志
は
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
か
ら
離
れ
﹁
銀
杏
会
﹂
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
五
高
生
た
ち
は
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
を
取
り
戻
し
た
体
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
三
︵
一
九
一
〇
︶
年
一
一
月
の
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
一
三
七
号
を
最
後
に
、
姿
を
消
す
。
し
か
し
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
が
ま
い
た
新
派
俳
句
の
種
は
確
か
に
熊
本
に
根
付
い
た
。
こ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
一
〇
五
号
︵
明
三
七
・
三
︶
に
わ
ず
か
三
句
で
あ
る
が
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
会
員
の
句
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
﹁
夕
闇
﹂
と
明
治
四
一
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
多
く
の
俳
句
を
残
し
た
﹁
水
郷
﹂
で
あ
る
。﹁
夕
闇
﹂
は
内
田
虎
六
、
の
ち
の
作
家
下
村
湖
人
で
あ
る
。﹁
水
郷
﹂
は
の
ち
に
漱
石
の
門
下
に
入
り
、
小
説
家
・
評
論
家
と
し
て
活
躍
す
る
江
口
渙
で
あ
る
。
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こ
れ
に
驚
い
た
俳
人
が
い
た
。
の
ち
に
熊
本
の
新
派
俳
句
の
中
心
と
な
り
、﹁
九
日
俳
壇
﹂
選
者
と
な
っ
た
広
瀬
楚そ
雨う
だ
。
明
治
一
三
︵
一
八
八
〇
︶
年
生
ま
れ
で
、
当
時
満
二
〇
歳
だ
っ
た
。
楚
雨
は
、
青
年
雑
誌
﹃
文
庫
﹄
の
愛
読
者
で
、
し
ば
し
ば
俳
句
を
投
句
し
た
。
東
京
で
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
が
刊
行
さ
れ
る
と
俳
句
に
没
頭
し
た
。
熊
本
に
は
俳
友
が
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
突
然
、
新
聞
紙
上
に
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
と
い
う
新
派
俳
句
同
人
の
句
が
次
々
と
掲
載
さ
れ
た
。﹁
熊
本
の
何
処
に
こ
ん
な
に
沢
山
の
俳
人
が
い
た
の
だ
ろ
う
﹂
と
驚
き
、
ま
た
﹁
多
く
の
同
好
者
を
見
つ
け
だ
し
た
喜
び
に
急
に
世
の
中
が
明
る
く
な
つ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
つ
た
﹂︵﹁
俳
壇
反
魂
香
﹂﹃
日
本
談
義
﹄
昭
四
一
・
七
︶
と
い
う
。
楚
雨
は
さ
っ
そ
く
迂
巷
に
連
絡
し
、
一
本
竹
町
の
南
山
楼
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
紫
溟
吟
社
句
会
に
出
か
け
た
。
楚
雨
は
驚
異
的
な
記
憶
力
の
持
ち
主
で
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
に
つ
い
て
貴
重
な
証
言
を
残
し
て
い
る
。
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
句
会
に
漱
石
が
一
度
も
現
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
楚
雨
は
漱
石
の
指
導
を
期
待
し
て
い
た
が
、
句
会
に
漱
石
の
姿
は
な
か
っ
た
。
先
輩
も
後
輩
も
な
い
自
由
な
雰
囲
気
で
互
い
の
句
を
痛
烈
に
批
判
し
た
り
、
自
分
の
句
を
弁
護
し
た
り
し
た
と
い
う
。　漱石
は
、
七
月
一
五
日
に
は
英
国
留
学
の
た
め
熊
本
を
離
れ
る
が
、
そ
の
直
前
ま
で
選
句
を
行
っ
た
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
漱
石
選
の
紫
溟
吟
社
の
俳
句
は
前
述
の
﹁
例
会
急
吟
俳
句
抄
録
﹂
を
は
じ
め
と
し
て
﹁
南
山
楼
例
会
運
座
﹂︵﹁
九
州
日
日
新
聞
﹂
明
三
三
・
二
・
一
七
︶、﹁
紫
溟
吟
社
第
三
回
兼
題
﹂︵
同
明
三
三
・
四
・
二
四
︶、﹁
紫
溟
吟
社
第
四
回
兼
題
﹂︵
同
明
三
三
・
六
・
八
︶、﹁
第
五
回
兼
題
﹂︵
同
明
三
三
・
七
・
一
三
︶
の
五
回
で
あ
る⒀
。
漱
石
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
帰
朝
後
、
五
高
を
退
職
す
る
が
五
高
の
紫
溟
吟
社
か
ら
し
ば
し
ば
選
句
を
依
頼
さ
れ
た
。
漱
石
は
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
一
〇
三
号
︵
明
三
六
・
一
二
︶
で
そ
れ
を
実
現
し
た
。﹁
俳
句
　
紫
溟
吟
社
﹂
と
し
て
﹁
秋
晴
や
鹿
に
も
の
や
る
旅
の
人
﹂
他
四
二
句
が
﹁
漱
石
選
﹂
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
漱
石
は
寅
彦
や
千
江
、
紫
川
の
よ
う
に
熱
心
に
句
稿
を
持
参
す
る
生
徒
に
対
し
て
は
添
削
を
行
っ
た
よ
う
だ
が
、
積
極
的
に
指
導
を
し
た
と
い
う
形
跡
は
な
い
。
む
し
ろ
楚
雨
が
記
し
た
よ
う
に
自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
互
い
の
句
を
批
評
し
、
良
い
と
思
う
句
を
選
ぶ
﹁
運
座
﹂
の
形
式
を
、
五
高
生
の
中
に
根
付
か
せ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
玄
耳
は
、
漱
石
が
﹁
友
人
の
正
岡
が
や
る
ん
で
、
少
し
真
似
て
見
た
が
、
俳
句
の
事
は
余
り
知
ら
な
い
﹂
と
言
い
な
が
ら
、
持
っ
て
行
っ
た
句
稿
に
﹁
朱
圏
﹂
を
施
し
た
あ
と
、
再
び
見
直
し
て
ほ
と
ん
ど
の
句
に
朱
圏
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
﹃
鈍
語
﹄
に
記
し
て
い
る
。
し
か
も
大
喜
び
で
そ
れ
を
改
め
て
写
し
て
子
規
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
一
句
し
か
﹁
日
本
﹂
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
漱
石
が
、
選
句
は
し
て
も
指
導
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
自
ら
の
分
を
わ
き
ま
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
五
高
生
た
ち
に
は
教
師
と
し
て
指
導
し
て
も
、
町
方
の
人
々
を
指
導
す
る
よ
う
な
﹁
俳
句
宗
匠
﹂
で
は
な
か
っ
た
。
生
徒
た
ち
の
句
も
最
終
的
に
は
子
規
へ
送
っ
た
。
漱
石
は
自
身
を
俳
句
の
師
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
く
ま
で
も
漱
石
に
と
っ
て
俳
句
の
師
は
子
規
だ
っ
た
。
漱
石
は
、
熊
本
に
来
て
早
々
子
規
に
宛
て
て
﹁
近
頃
俳
況
如
何
に
御
座
候
や
小
生
は
頓
と
振
は
ず
﹂︵
明
二
九
・
六
・
一
〇
付
︶
と
述
べ
た
が
、
同
様
の
言
を
句
友
へ
の
書
簡
で
も
訴
え
た
。﹁
小
生
詩
才
漸
々
頓
挫
﹂︵
明
二
九
・
六
・
一
〇
付
藤
井
紫
影
宛
書
簡
︶、﹁
小
生
当
地
到
着
後
一
向
不
振
日
毎
に
堕
落
を
感
じ
候
に
は
嘆
息
の
至
り
﹂︵
明
二
九
・
一
一
・
一
付
、
水
落
露
石
宛
︶
と
、
松
山
で
の
俳
句
熱
か
ら
は
程
遠
い
よ
う
だ
。
平
成
八
年
版
﹃
漱
石
全
集
﹄
に
よ
る
と
漱
石
の
句
作
は
明
治
二
九
年
五
二
二
句
︵
う
ち
熊
本
時
代
は
二
四
六
句
︶
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
三
〇
年
二
八
八
句
、
三
一
年
一
〇
三
句
、
三
二
年
三
五
〇
句
と
な
っ
て
い
る
。
松
山
時
代
と
異
な
り
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
切
磋
琢
磨
す
る
よ
う
な
句
友
の
存
在
が
い
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
漱
石
に
と
っ
て
俳
句
に
つ
い
て
熱
心
に
勉
強
し
よ
う
と
い
う
生
徒
の
存
在
が
、
漱
石
の
句
作
を
支
え
て
い
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
こ
と
が
、
明
治
三
二
年
の
作
句
の
増
加
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
無
論
、
病
の
床
に
あ
る
子
規
に
句
稿
を
送
る
こ
と
が
、
子
規
に
生
き
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こ
れ
に
驚
い
た
俳
人
が
い
た
。
の
ち
に
熊
本
の
新
派
俳
句
の
中
心
と
な
り
、﹁
九
日
俳
壇
﹂
選
者
と
な
っ
た
広
瀬
楚そ
雨う
だ
。
明
治
一
三
︵
一
八
八
〇
︶
年
生
ま
れ
で
、
当
時
満
二
〇
歳
だ
っ
た
。
楚
雨
は
、
青
年
雑
誌
﹃
文
庫
﹄
の
愛
読
者
で
、
し
ば
し
ば
俳
句
を
投
句
し
た
。
東
京
で
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
が
刊
行
さ
れ
る
と
俳
句
に
没
頭
し
た
。
熊
本
に
は
俳
友
が
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
突
然
、
新
聞
紙
上
に
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
と
い
う
新
派
俳
句
同
人
の
句
が
次
々
と
掲
載
さ
れ
た
。﹁
熊
本
の
何
処
に
こ
ん
な
に
沢
山
の
俳
人
が
い
た
の
だ
ろ
う
﹂
と
驚
き
、
ま
た
﹁
多
く
の
同
好
者
を
見
つ
け
だ
し
た
喜
び
に
急
に
世
の
中
が
明
る
く
な
つ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
つ
た
﹂︵﹁
俳
壇
反
魂
香
﹂﹃
日
本
談
義
﹄
昭
四
一
・
七
︶
と
い
う
。
楚
雨
は
さ
っ
そ
く
迂
巷
に
連
絡
し
、
一
本
竹
町
の
南
山
楼
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
紫
溟
吟
社
句
会
に
出
か
け
た
。
楚
雨
は
驚
異
的
な
記
憶
力
の
持
ち
主
で
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
に
つ
い
て
貴
重
な
証
言
を
残
し
て
い
る
。
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
句
会
に
漱
石
が
一
度
も
現
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
楚
雨
は
漱
石
の
指
導
を
期
待
し
て
い
た
が
、
句
会
に
漱
石
の
姿
は
な
か
っ
た
。
先
輩
も
後
輩
も
な
い
自
由
な
雰
囲
気
で
互
い
の
句
を
痛
烈
に
批
判
し
た
り
、
自
分
の
句
を
弁
護
し
た
り
し
た
と
い
う
。　漱石
は
、
七
月
一
五
日
に
は
英
国
留
学
の
た
め
熊
本
を
離
れ
る
が
、
そ
の
直
前
ま
で
選
句
を
行
っ
た
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
漱
石
選
の
紫
溟
吟
社
の
俳
句
は
前
述
の
﹁
例
会
急
吟
俳
句
抄
録
﹂
を
は
じ
め
と
し
て
﹁
南
山
楼
例
会
運
座
﹂︵﹁
九
州
日
日
新
聞
﹂
明
三
三
・
二
・
一
七
︶、﹁
紫
溟
吟
社
第
三
回
兼
題
﹂︵
同
明
三
三
・
四
・
二
四
︶、﹁
紫
溟
吟
社
第
四
回
兼
題
﹂︵
同
明
三
三
・
六
・
八
︶、﹁
第
五
回
兼
題
﹂︵
同
明
三
三
・
七
・
一
三
︶
の
五
回
で
あ
る⒀
。
漱
石
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
帰
朝
後
、
五
高
を
退
職
す
る
が
五
高
の
紫
溟
吟
社
か
ら
し
ば
し
ば
選
句
を
依
頼
さ
れ
た
。
漱
石
は
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
一
〇
三
号
︵
明
三
六
・
一
二
︶
で
そ
れ
を
実
現
し
た
。﹁
俳
句
　
紫
溟
吟
社
﹂
と
し
て
﹁
秋
晴
や
鹿
に
も
の
や
る
旅
の
人
﹂
他
四
二
句
が
﹁
漱
石
選
﹂
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
漱
石
は
寅
彦
や
千
江
、
紫
川
の
よ
う
に
熱
心
に
句
稿
を
持
参
す
る
生
徒
に
対
し
て
は
添
削
を
行
っ
た
よ
う
だ
が
、
積
極
的
に
指
導
を
し
た
と
い
う
形
跡
は
な
い
。
む
し
ろ
楚
雨
が
記
し
た
よ
う
に
自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
互
い
の
句
を
批
評
し
、
良
い
と
思
う
句
を
選
ぶ
﹁
運
座
﹂
の
形
式
を
、
五
高
生
の
中
に
根
付
か
せ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
玄
耳
は
、
漱
石
が
﹁
友
人
の
正
岡
が
や
る
ん
で
、
少
し
真
似
て
見
た
が
、
俳
句
の
事
は
余
り
知
ら
な
い
﹂
と
言
い
な
が
ら
、
持
っ
て
行
っ
た
句
稿
に
﹁
朱
圏
﹂
を
施
し
た
あ
と
、
再
び
見
直
し
て
ほ
と
ん
ど
の
句
に
朱
圏
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
﹃
鈍
語
﹄
に
記
し
て
い
る
。
し
か
も
大
喜
び
で
そ
れ
を
改
め
て
写
し
て
子
規
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
一
句
し
か
﹁
日
本
﹂
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
漱
石
が
、
選
句
は
し
て
も
指
導
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
自
ら
の
分
を
わ
き
ま
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
五
高
生
た
ち
に
は
教
師
と
し
て
指
導
し
て
も
、
町
方
の
人
々
を
指
導
す
る
よ
う
な
﹁
俳
句
宗
匠
﹂
で
は
な
か
っ
た
。
生
徒
た
ち
の
句
も
最
終
的
に
は
子
規
へ
送
っ
た
。
漱
石
は
自
身
を
俳
句
の
師
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
く
ま
で
も
漱
石
に
と
っ
て
俳
句
の
師
は
子
規
だ
っ
た
。
漱
石
は
、
熊
本
に
来
て
早
々
子
規
に
宛
て
て
﹁
近
頃
俳
況
如
何
に
御
座
候
や
小
生
は
頓
と
振
は
ず
﹂︵
明
二
九
・
六
・
一
〇
付
︶
と
述
べ
た
が
、
同
様
の
言
を
句
友
へ
の
書
簡
で
も
訴
え
た
。﹁
小
生
詩
才
漸
々
頓
挫
﹂︵
明
二
九
・
六
・
一
〇
付
藤
井
紫
影
宛
書
簡
︶、﹁
小
生
当
地
到
着
後
一
向
不
振
日
毎
に
堕
落
を
感
じ
候
に
は
嘆
息
の
至
り
﹂︵
明
二
九
・
一
一
・
一
付
、
水
落
露
石
宛
︶
と
、
松
山
で
の
俳
句
熱
か
ら
は
程
遠
い
よ
う
だ
。
平
成
八
年
版
﹃
漱
石
全
集
﹄
に
よ
る
と
漱
石
の
句
作
は
明
治
二
九
年
五
二
二
句
︵
う
ち
熊
本
時
代
は
二
四
六
句
︶
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
三
〇
年
二
八
八
句
、
三
一
年
一
〇
三
句
、
三
二
年
三
五
〇
句
と
な
っ
て
い
る
。
松
山
時
代
と
異
な
り
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
切
磋
琢
磨
す
る
よ
う
な
句
友
の
存
在
が
い
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
漱
石
に
と
っ
て
俳
句
に
つ
い
て
熱
心
に
勉
強
し
よ
う
と
い
う
生
徒
の
存
在
が
、
漱
石
の
句
作
を
支
え
て
い
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
こ
と
が
、
明
治
三
二
年
の
作
句
の
増
加
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
無
論
、
病
の
床
に
あ
る
子
規
に
句
稿
を
送
る
こ
と
が
、
子
規
に
生
き
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る
だ
け
多
く
の
句
を
詠
む
こ
と
で
あ
る
。
一
〇
分
一
〇
句
と
決
め
て
や
る
こ
と
も
あ
っ
た
。﹃
句
集
﹄
に
は
さ
ら
に
一
一
月
一
四
日
の
小
窩
運
座
、
一
一
月
一
九
日
に
は
、
初
め
て
﹁
町
方
﹂
の
俳
人
で
あ
る
迂
巷
宅
で
の
運
座
が
開
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
あ
と
は
、
記
録
が
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
句
会
の
う
ち
、
ど
れ
が
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
の
句
会
で
あ
る
の
か
判
別
し
が
た
い
が
、
紫
川
の
い
う
﹁
三
二
年
秋
か
ら
﹂
の
再
開
は
見
て
と
れ
る
。
こ
れ
を
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
の
﹁
地
方
俳
句
界
﹂
に
記
載
さ
れ
た
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
の
記
録
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
一
〇
月
二
八
日
が
第
八
回
例
会
︵
於
忍
法
寺
︶、﹃
句
集
﹄
一
一
月
二
日
の
紫
川
庵
運
座
は
、﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄︵
三
巻
四
号
、
明
三
三
・
一
︶
に
は
﹁
松
子
窩
﹂
と
記
載
さ
れ
る
が
﹁
第
九
回
例
会
﹂
と
な
る
。
こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
句
は
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
七
六
号
︵
明
三
二
・
一
二
︶
に
紫
溟
吟
社
の
句
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
重
な
っ
て
い
る
の
で
、﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
の
句
も
、
お
な
じ
第
九
回
例
会
の
句
と
見
て
い
い
。
明
治
三
二
︵
一
八
九
九
︶
年
秋
、
厨
川
千
江
の
尽
力
で
復
活
し
た
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
は
、
さ
ら
に
校
外
の
有
志
を
加
え
て
、﹁
九
州
日
日
新
聞
﹂
に
姿
を
現
す
。
初
め
て
そ
の
名
が
出
た
の
は
明
治
三
二
年
一
一
月
二
九
日
。﹁
黄こうし
ょ
う鐘
白はく
聲せい
﹂
と
題
さ
れ
、
連
日
一
〇
数
句
ず
つ
一
二
月
一
九
日
ま
で
九
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。
新
聞
掲
載
に
尽
力
し
た
池
松
迂う
巷こう
を
は
じ
め
と
し
て
五
高
生
の
竹
田
双
松
、
白
仁
白
楊
、
山
口
諫
江
、
後
に
大
江
小
学
校
校
長
と
な
っ
た
小
塚
雪
枝
ら
一
八
人
が
名
を
連
ね
た
。
そ
の
後
、
第
六
師
団
の
渋
川
玄げん
耳じ
、
中
村
桂
州
、
川
瀬
六ろく
そ
う走
ら
が
加
わ
っ
た
。
玄
耳
は
本
名
柳
次
郎
、
明
治
五
︵
一
八
七
二
︶
年
四
月
二
八
日
、
佐
賀
県
生
ま
れ
。
明
治
三
一
︵
一
八
九
八
︶
年
熊
本
の
第
六
師
団
に
赴
任
し
た
。
の
ち
に
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
、
漱
石
と
深
く
関
わ
り
を
持
つ
が
、
熊
本
で
は
ま
だ
そ
の
親
交
は
深
く
な
い
。
玄
耳
の
著
書
﹃
鈍
語
﹄
に
は
熊
本
で
二
度
漱
石
の
家
を
訪
問
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
俳
句
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
九
年
か
ら
郵
便
で
正
岡
子
規
の
添
削
を
受
け
て
い
た
。
同
年
一
〇
月
二
九
日
付
﹁
日
本
﹂
に
初
め
て
句
が
掲
載
さ
れ
て
以
来
、
二
九
年
に
六
句
、
三
〇
年
に
一
八
句
、
三
一
年
に
一
六
句
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
漱
石
と
同
じ
日
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
名
前
に
見
覚
え
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い⑿
。
迂
巷
は
本
名
常
雄
。
明
治
八
︵
一
八
七
五
︶
年
、
現
在
の
熊
本
市
中
央
区
黒
髪
に
生
ま
れ
た
。
明
治
三
一
年
尋
常
中
学
済
々
黌
を
中
途
退
学
後
は
家
業
の
質
商
を
手
伝
っ
て
い
た
。
漱
石
は
高
浜
虚
子
宛
書
簡
︵
明
三
二
・
一
二
・
一
一
付
︶
で
、
迂
巷
を
﹁
先
般
来
突
然
知
己
に
相
あ
い
な
り
そ
う
ろ
う
成
候
人
﹂
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
面
識
を
得
た
の
は
一
一
月
頃
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
迂
巷
は
、
東
京
の
俳
人
の
句
を
掲
載
し
た
い
と
虚
子
に
願
っ
た
が
返
事
が
な
か
っ
た
た
め
漱
石
に
仲
介
を
頼
ん
だ
の
だ
。
漱
石
は
、
虚
子
に
迂
巷
が
新
派
俳
句
普
及
に
熱
心
な
こ
と
を
説
き
、﹁
俳
句
の
何
も
の
た
る
を
解
せ
ざ
る
有
様
﹂
の
九
州
に
新
派
俳
句
を
﹁
鼓
吹
奨
励
﹂
す
る
た
め
に
協
力
を
要
請
し
た
︵
明
三
二
・
一
二
・
一
一
付
虚
子
宛
書
簡
︶。
漱
石
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
一
二
月
二
一
日
の
新
聞
紙
上
に
虚
子
の
句
が
一
〇
句
掲
載
さ
れ
た
の
を
初
め
に
東
京
の
俳
人
た
ち
の
句
が
次
々
と
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
こ
で
﹁
当
地
に
あ
り
て
は
夏
目
漱
石
氏
は
紫
溟
吟
社
を
率
ゐ
て
盛
ん
に
斯
道
の
為
め
に
西
海
の
俊
英
を
鼓
吹
せ
ら
れ
﹂
と
、
初
め
て
俳
人
漱
石
の
名
が
新
聞
紙
上
に
登
場
し
た
。
紫
溟
吟
社
の
俳
句
は
一
二
月
九
日
か
ら
連
日
﹁
九
州
新
聞
﹂
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
千
江
と
迂
巷
が
発
起
人
と
な
っ
て
第
一
回
の
﹁
新
派
俳
句
会
﹂
が
開
か
れ
た
の
は
翌
三
三
︵
一
九
〇
〇
︶
年
一
月
二
一
日
で
あ
る
。﹁
例
会
急
吟
俳
句
抄
録
﹂
と
し
て
二
七
、
二
八
日
の
﹁
九
州
日
日
新
聞
﹂
に
、
漱
石
選
と
し
て
五
二
句
が
掲
載
さ
れ
た
。
新
聞
に
は
﹁
胡
蝶
の
題
既
に
陳
の
陳
な
る
も
の
従
つ
て
同
人
の
句
々
亦
多
く
陳
腐
を
脱
す
る
能
は
ず
漱
石
氏
の
選
に
入
り
た
る
も
の
僅
か
に
左
の
五
十
二
句
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
二
月
一
一
日
開
催
の
第
二
回
新
派
俳
句
会
は
二
月
十
日
付
の
新
聞
に
予
告
が
載
り
広
く
市
民
に
呼
び
か
け
ら
れ
た
。﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
第
三
巻
五
号
に
は
﹁
一
月
二
一
日
新
年
宴
会
を
二
月
一
一
日
例
会
を
共
に
南
山
楼
に
開
く
新
入
会
者
玄
耳
楚
雨
半
冬
園
湖
南
古
琴
青
海
子
鉉
唯
空
の
数
氏
﹂
と
あ
る
。
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彦
の
名
が
見
え
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
第
二
巻
四
号
︵
明
三
二
・
一
︶
の
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
に
は
﹁
各
地
俳
人
分
附
の
表
﹂
と
し
て
﹁
肥
後
　
漱
石
。
千
江
。
紫
川
﹂
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。﹁
紫
溟
吟
社
﹂
の
名
前
が
出
る
の
は
第
二
巻
一
〇
号
︵
明
三
二
・
七
︶
で
﹁
紫
明マゝ
吟
社
︵
熊
本
︶﹂
と
し
て
﹁
一
報
仕
り
候
。
何
度
も
同
じ
俗
調
の
跋
扈
は
口
惜
し
き
限
り
に
候
。
茲
に
同
臭
の
も
の
一
小
団
を
結
び
漱
石
詞
宗
を
仰
ぎ
て
、
ゆ
く
く
は
大
に
新
派
の
趣
味
を
西
陸
に
鼓
吹
せ
ん
の
野
志
有
之
候
。
御
一
笑
被
下
度
候
。
去
る
五
月
七
日
第
五
回
の
例
会
を
城
東
の
白
川
庵
に
開
き
候
。
会
者
十
三
名
。
了
り
て
散
会
致
候
。﹂
と
あ
り
、
第
五
回
例
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
雲
涯
を
始
め
と
し
て
、
寅
彦
、
千
江
、
紫
川
ら
七
名
の
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
七
三
号
︵
明
三
二
・
六
︶
に
同
じ
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
じ
句
会
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
空
白
が
あ
り
、
次
の
記
録
は
第
三
巻
一
号
︵
明
三
三
・
一
︶
に
な
っ
て
か
ら
で
、﹁
地
方
俳
句
界
﹂
に
﹁
紫
溟
吟
社
︵
熊
本
︶﹂
と
し
て
﹁
一
〇
月
二
八
日
第
八
回
を
忍
法
寺
に
一
一
月
二
日
第
九
回
を
松
子
窩
に
開
く
当
地
薊
会
の
半
村
子
新
た
に
加
り
周
旋
頗
る
勉
む
得
吟
左
に
﹂
と
し
て
白
楊
、
千
江
、
奇
瓢
な
ど
一
〇
名
の
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
奇
瓢
は
野
間
真
綱
の
号
で
あ
る
。﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
に
は
一
三
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
音
瓢
と
い
う
号
で
三
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
奇
瓢
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
加
え
る
と
一
六
句
に
な
る
。
野
間
は
明
治
一
一
︵
一
八
七
八
︶
年
一
月
二
五
日
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
明
治
三
〇
︵
一
八
九
七
︶
年
に
五
高
の
予
科
一
部
に
入
学
し
、
三
三
︵
一
九
〇
〇
︶
年
帝
国
大
学
に
進
学
し
た
。
漱
石
の
英
国
帰
朝
後
か
ら
近
く
接
す
る
よ
う
に
な
る
が
、﹁
五
高
時
代
は
非
常
に
厳
格
な
先
生
で
時
間
内
は
皆
小
さ
く
な
つ
て
震
へ
て
居
た
﹂︵﹁
文
学
論
前
後
﹂﹃
漱
石
全
集
﹄
別
巻
平
八
・
二
︶
と
回
想
に
あ
る
よ
う
に
、
紫
溟
吟
社
に
属
し
た
も
の
の
漱
石
に
近
く
接
し
た
形
跡
が
な
い
。
こ
の
空
白
の
期
間
の
こ
と
に
つ
い
て
紫
川
は
あ
れ
ほ
ど
の
情
熱
を
持
っ
て
始
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
﹁
三
十
二
年
の
春
以
来
千
江
氏
も
僕
も
或
る
事
情
の
為
殆
ど
全
く
俳
句
を
や
め
て
ゐ
た
﹂
と
い
う⑽
。
そ
こ
に
ど
ん
な
﹁
事
情
﹂
が
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
三
二
年
春
は
、
千
江
に
と
っ
て
三
年
生
最
後
の
学
期
で
、
六
月
末
に
は
卒
業
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
卒
業
試
験
を
受
け
て
い
な
い
。
学
籍
簿
に
は
﹁
欠
席
回
数
超
過
﹂
と
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
留
年
で
あ
る
。
千
江
は
大
学
時
代
に
も
健
康
を
害
し
て
い
る
の
で
、
体
調
不
良
が
原
因
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
紫
川
も
病
気
の
た
め
し
ば
ら
く
故
郷
に
帰
っ
て
い
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
三
二
年
秋
、
療
養
中
の
紫
川
に
﹁
千
江
氏
は
書
を
寄
せ
て
、
今
回
校
外
の
有
志
多
数
で
き
、
紫
溟
吟
社
を
再
興
し
て
大
拡
張
を
な
す
と
の
こ
と
を
通
じ
て
き
た⑾
﹂。
有
志
と
は
﹁
陸
軍
側
の
六
走
、
玄
耳
、
町
側
の
迂う
巷こう
、
楚
雨
、
莨
楚
諸
氏
で
、
こ
と
に
迂
巷
子
の
熱
心
と
き
た
ら
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
﹂
と
紫
川
は
書
い
て
い
る
。
五
、
紫
溟
吟
社
の
拡
張
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
七
五
号
︵
明
三
二
・
一
一
︶
に
は
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
も
加
え
一
五
人
が
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
と
し
て
句
を
掲
載
し
て
い
る
。
新
派
俳
句
が
校
外
に
広
が
り
を
見
せ
た
時
期
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
は
五
高
の
校
友
会
雑
誌
で
あ
る
た
め
、
町
方
の
俳
人
の
名
は
な
い
。
千
江
の
﹃
句
集
﹄
に
は
、
明
治
三
一
年
の
俳
句
は
一
〇
月
二
二
日
の
も
の
を
最
後
に
何
の
記
録
も
な
い
。
明
治
三
二
︵
一
八
九
九
︶
年
の
も
の
と
し
て
は
紫
川
の
記
述
の
よ
う
に
秋
か
ら
再
び
、
句
会
の
記
述
が
あ
る
。﹁
九
月
二
十
三
日
小
園
に
て
運
座
﹂﹁
同
急
吟
三
十
分
﹂﹁
九
月
三
十
日
忍
法
寺
に
て
運
座
﹂﹁
十
月
四
日
小
園
に
て
運
座
﹂﹁
十
月
七
日
小
園
運
座
﹂﹁
十
月
十
一
日
ま
さ
こ
庵
運
座
﹂﹁
十
月
十
三
日
紫
川
子
と
﹂
と
、
前
書
き
の
あ
る
句
が
並
び
、
三
日
に
あ
げ
ず
句
会
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
一
一
月
も
続
き
、
二
日
に
は
紫
川
庵
運
座
、
一
二
日
に
は
﹁
愚
陀
仏
庵
急
吟
三
十
分
﹂
と
い
う
前
書
き
も
あ
り
、
漱
石
の
家
で
句
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。﹁
急
吟
﹂
と
は
時
間
を
決
め
て
そ
の
間
に
で
き
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彦
の
名
が
見
え
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
第
二
巻
四
号
︵
明
三
二
・
一
︶
の
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
に
は
﹁
各
地
俳
人
分
附
の
表
﹂
と
し
て
﹁
肥
後
　
漱
石
。
千
江
。
紫
川
﹂
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。﹁
紫
溟
吟
社
﹂
の
名
前
が
出
る
の
は
第
二
巻
一
〇
号
︵
明
三
二
・
七
︶
で
﹁
紫
明マゝ
吟
社
︵
熊
本
︶﹂
と
し
て
﹁
一
報
仕
り
候
。
何
度
も
同
じ
俗
調
の
跋
扈
は
口
惜
し
き
限
り
に
候
。
茲
に
同
臭
の
も
の
一
小
団
を
結
び
漱
石
詞
宗
を
仰
ぎ
て
、
ゆ
く
く
は
大
に
新
派
の
趣
味
を
西
陸
に
鼓
吹
せ
ん
の
野
志
有
之
候
。
御
一
笑
被
下
度
候
。
去
る
五
月
七
日
第
五
回
の
例
会
を
城
東
の
白
川
庵
に
開
き
候
。
会
者
十
三
名
。
了
り
て
散
会
致
候
。﹂
と
あ
り
、
第
五
回
例
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
雲
涯
を
始
め
と
し
て
、
寅
彦
、
千
江
、
紫
川
ら
七
名
の
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
七
三
号
︵
明
三
二
・
六
︶
に
同
じ
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
じ
句
会
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
空
白
が
あ
り
、
次
の
記
録
は
第
三
巻
一
号
︵
明
三
三
・
一
︶
に
な
っ
て
か
ら
で
、﹁
地
方
俳
句
界
﹂
に
﹁
紫
溟
吟
社
︵
熊
本
︶﹂
と
し
て
﹁
一
〇
月
二
八
日
第
八
回
を
忍
法
寺
に
一
一
月
二
日
第
九
回
を
松
子
窩
に
開
く
当
地
薊
会
の
半
村
子
新
た
に
加
り
周
旋
頗
る
勉
む
得
吟
左
に
﹂
と
し
て
白
楊
、
千
江
、
奇
瓢
な
ど
一
〇
名
の
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
奇
瓢
は
野
間
真
綱
の
号
で
あ
る
。﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
に
は
一
三
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
音
瓢
と
い
う
号
で
三
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
奇
瓢
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
加
え
る
と
一
六
句
に
な
る
。
野
間
は
明
治
一
一
︵
一
八
七
八
︶
年
一
月
二
五
日
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
明
治
三
〇
︵
一
八
九
七
︶
年
に
五
高
の
予
科
一
部
に
入
学
し
、
三
三
︵
一
九
〇
〇
︶
年
帝
国
大
学
に
進
学
し
た
。
漱
石
の
英
国
帰
朝
後
か
ら
近
く
接
す
る
よ
う
に
な
る
が
、﹁
五
高
時
代
は
非
常
に
厳
格
な
先
生
で
時
間
内
は
皆
小
さ
く
な
つ
て
震
へ
て
居
た
﹂︵﹁
文
学
論
前
後
﹂﹃
漱
石
全
集
﹄
別
巻
平
八
・
二
︶
と
回
想
に
あ
る
よ
う
に
、
紫
溟
吟
社
に
属
し
た
も
の
の
漱
石
に
近
く
接
し
た
形
跡
が
な
い
。
こ
の
空
白
の
期
間
の
こ
と
に
つ
い
て
紫
川
は
あ
れ
ほ
ど
の
情
熱
を
持
っ
て
始
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
﹁
三
十
二
年
の
春
以
来
千
江
氏
も
僕
も
或
る
事
情
の
為
殆
ど
全
く
俳
句
を
や
め
て
ゐ
た
﹂
と
い
う⑽
。
そ
こ
に
ど
ん
な
﹁
事
情
﹂
が
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
三
二
年
春
は
、
千
江
に
と
っ
て
三
年
生
最
後
の
学
期
で
、
六
月
末
に
は
卒
業
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
卒
業
試
験
を
受
け
て
い
な
い
。
学
籍
簿
に
は
﹁
欠
席
回
数
超
過
﹂
と
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
留
年
で
あ
る
。
千
江
は
大
学
時
代
に
も
健
康
を
害
し
て
い
る
の
で
、
体
調
不
良
が
原
因
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
紫
川
も
病
気
の
た
め
し
ば
ら
く
故
郷
に
帰
っ
て
い
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
三
二
年
秋
、
療
養
中
の
紫
川
に
﹁
千
江
氏
は
書
を
寄
せ
て
、
今
回
校
外
の
有
志
多
数
で
き
、
紫
溟
吟
社
を
再
興
し
て
大
拡
張
を
な
す
と
の
こ
と
を
通
じ
て
き
た⑾
﹂。
有
志
と
は
﹁
陸
軍
側
の
六
走
、
玄
耳
、
町
側
の
迂う
巷こう
、
楚
雨
、
莨
楚
諸
氏
で
、
こ
と
に
迂
巷
子
の
熱
心
と
き
た
ら
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
﹂
と
紫
川
は
書
い
て
い
る
。
五
、
紫
溟
吟
社
の
拡
張
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
七
五
号
︵
明
三
二
・
一
一
︶
に
は
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
も
加
え
一
五
人
が
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
と
し
て
句
を
掲
載
し
て
い
る
。
新
派
俳
句
が
校
外
に
広
が
り
を
見
せ
た
時
期
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
は
五
高
の
校
友
会
雑
誌
で
あ
る
た
め
、
町
方
の
俳
人
の
名
は
な
い
。
千
江
の
﹃
句
集
﹄
に
は
、
明
治
三
一
年
の
俳
句
は
一
〇
月
二
二
日
の
も
の
を
最
後
に
何
の
記
録
も
な
い
。
明
治
三
二
︵
一
八
九
九
︶
年
の
も
の
と
し
て
は
紫
川
の
記
述
の
よ
う
に
秋
か
ら
再
び
、
句
会
の
記
述
が
あ
る
。﹁
九
月
二
十
三
日
小
園
に
て
運
座
﹂﹁
同
急
吟
三
十
分
﹂﹁
九
月
三
十
日
忍
法
寺
に
て
運
座
﹂﹁
十
月
四
日
小
園
に
て
運
座
﹂﹁
十
月
七
日
小
園
運
座
﹂﹁
十
月
十
一
日
ま
さ
こ
庵
運
座
﹂﹁
十
月
十
三
日
紫
川
子
と
﹂
と
、
前
書
き
の
あ
る
句
が
並
び
、
三
日
に
あ
げ
ず
句
会
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
一
一
月
も
続
き
、
二
日
に
は
紫
川
庵
運
座
、
一
二
日
に
は
﹁
愚
陀
仏
庵
急
吟
三
十
分
﹂
と
い
う
前
書
き
も
あ
り
、
漱
石
の
家
で
句
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。﹁
急
吟
﹂
と
は
時
間
を
決
め
て
そ
の
間
に
で
き
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﹁
繕
は
ぬ
垣
の
穴
よ
り
初
嵐
﹂﹁
鬼
灯
や
ど
の
子
に
や
ろ
と
吹
き
鳴
ら
す
﹂﹁
何
虫
ぞ
今
宵
も
簀
戸
に
来
て
鳴
く
は
﹂
の
三
句
で
あ
っ
た
。
寅
彦
は
、
漱
石
の
ま
ね
を
し
て
﹁
日
本
﹂
に
俳
句
が
掲
載
さ
れ
る
と
そ
れ
を
切
り
抜
い
て
紙
袋
に
た
め
る
の
を
楽
し
み
に
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
寅
彦
の
五
高
時
代
、﹁
日
本
﹂
に
掲
載
さ
れ
た
句
は
こ
の
ほ
か
に
は
三
一
年
一
〇
月
二
一
日
の
三
句
の
み
で
あ
る⑻
。
一
〇
月
二
日
に
漱
石
宅
で
開
か
れ
た
運
座
に
は
寅
彦
も
参
加
し
て
い
る
。﹁
紫し
溟めい
吟
社
﹂
創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
な
る
の
だ
が
、﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
に
は
そ
の
同
人
と
し
て
寅
彦
が
詠
ん
だ
俳
句
が
七
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
に
﹁
地
方
俳
句
界
﹂
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
三
二
年
七
月
刊
の
一
〇
号
か
ら
だ
が
、
そ
こ
に
は
紫
溟
吟
社
メ
ン
バ
ー
と
し
て
一
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
紫
溟
吟
社
の
活
動
そ
の
も
の
が
千
江
や
紫
川
の
事
情
に
よ
っ
て
三
二
年
春
か
ら
暫
く
途
切
れ
、
寅
彦
自
身
が
七
月
に
は
、
五
高
を
卒
業
す
る
か
ら
名
が
挙
が
ら
な
く
な
る
の
は
仕
方
な
い
こ
と
で
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
寅
彦
は
、
こ
の
よ
う
な
句
会
に
は
あ
ま
り
熱
心
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
坪
内
稔
典
は
前
掲
解
説
で
﹁
寅
彦
の
俳
句
作
り
は
、
漱
石
と
た
だ
二
人
の
共
同
の
内
に
閉
じ
て
お
り
、
そ
こ
に
自
足
し
て
い
た
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
明
治
三
二
年
七
月
に
五
高
を
卒
業
し
て
上
京
す
る
と
次
第
に
句
作
も
減
り
、
明
治
三
五
年
以
降
は
激
減
し
た
。
寅
彦
の
総
句
数
は
一
三
九
七
句
。
漱
石
の
半
分
に
留
ま
っ
て
い
る
。
漱
石
の
死
後
、
寅
彦
は
﹁
俳
句
と
は
か
ゝ
る
も
の
ぞ
と
説
か
れ
し
よ
り
天
地
開
け
て
我
が
眼
に
新あらた
﹂
と
歌
を
詠
ん
だ
。
新
た
に
開
か
れ
た
の
は
、
俳
句
の
世
界
と
い
う
よ
り
、
多
彩
な
言
葉
で
紡
ぎ
出
す
文
学
の
世
界
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
寅
彦
の
随
筆
﹁
祭
﹂
は
、
初
め
て
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄︵
明
三
二
・
一
一
︶
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
寅
彦
の
本
領
は
俳
句
よ
り
随
筆
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
四
、「
紫
溟
吟
社
」
の
活
動
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
に
、
千
江
と
紫
川
の
俳
句
が
掲
載
さ
れ
る
の
は
第
六
八
号
︵
明
三
一
・
一
一
︶
か
ら
で
あ
る
。
第
六
九
号
︵
明
三
一
・
一
二
︶
の
﹁
雑
報
﹂
﹁
○
近
事
片
々
﹂
に
は
﹁
●
俳
句
の
会
に
つ
き
、
近
来
我
校
に
て
俳
句
の
研
究
絶
え
た
り
し
が
、
此
度
校
内
の
有
志
は
漱
石
宗
匠
に
乞
ふ
て
俳
句
の
会
を
起
こ
し
、
斯
道
の
研
究
を
な
す
と
云
ふ
、
同
好
の
士
奮
つ
て
入
会
せ
ら
る
ゝ
あ
ら
ば
益
す
る
処
多
る
べ
し
、
但
し
毎
月
一
回
運
座
を
催
す
由
に
て
、
入
会
希
望
者
は
紫
川
君
の
も
と
ま
で
申
込
ま
る
べ
し
と
な
り
﹂
と
い
う
記
事
が
載
っ
た
。﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
に
初
め
て
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
の
名
が
現
れ
た
の
は
、
第
七
一
号
︵
明
三
二
・
三
︶
で
あ
る
。
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
の
活
動
の
詳
細
は
な
か
な
か
把
握
で
き
な
い
が
、
こ
の
間
の
様
子
を
ほ
ん
の
少
し
だ
け
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
﹃
厨
川
千
江
句
集
﹄︵
原
井
拓
士
編
、
以
下
﹃
句
集
﹄︶
で
あ
る
。
こ
の
﹃
句
集
﹄
は
、
昭
和
五
六
︵
一
九
八
一
︶
年
原
井
拓
士
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
、
厨
川
千
江
長
女
・
登
久
子
の
急
逝
後
、
そ
の
蔵
書
の
中
に
あ
っ
た
﹁
千
江
の
句
稿
及
び
短
冊
、
色
紙
﹂
に
﹁
当
時
の
新
聞
雑
誌
等
に
投
稿
さ
れ
て
い
た
句
を
加
え
て
、
と
り
あ
え
ず
年
代
順
に
収
録
し
た
﹂
も
の
と
い
う⑼
。
こ
の
﹃
句
集
﹄
に
五
高
時
代
の
俳
句
が
前
書
き
と
と
も
に
残
さ
れ
て
い
る
。
一
〇
月
二
日
漱
石
の
家
で
初
め
て
の
運
座
が
開
か
れ
て
の
ち
、﹃
句
集
﹄
に
は
﹁
十
二
日
、
久
本
寺
に
て
運
座
﹂﹁
十
月
二
十
二
日
﹂
と
い
う
前
書
き
の
あ
る
句
が
あ
り
、
一
〇
日
に
一
度
句
会
を
開
き
、
情
熱
を
も
っ
て
句
作
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。﹁
鳴
子
つ
け
し
愚
陀
仏
庵
の
折
戸
か
な
﹂
は
、
千
江
が
当
時
の
作
と
し
て
書
き
残
し
て
い
た
句
の
一
つ
だ
が
、
内
坪
井
の
漱
石
の
家
を
﹁
愚
陀
仏
庵
﹂
と
称
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
戸
に
鳴
子
が
つ
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
興
味
深
い
。
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
の
第
二
巻
一
号
︵
明
三
一
・
一
〇
︶
か
ら
紫
川
、
千
江
、
寅
（6）漱石と「紫溟吟社」 141
も
し
﹁
自
殺
未
遂
﹂
で
あ
る
な
ら
ば
、
と
う
て
い
こ
の
よ
う
な
対
応
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、
鏡
子
夫
人
の
事
件
を
﹁
自
殺
未
遂
﹂
と
考
え
ら
れ
な
い
根
拠
の
一
つ
で
も
あ
る⑺
。
漱
石
は
こ
の
と
き
、
点
を
や
る
と
も
、
や
ら
な
い
と
も
言
わ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
太
田
文
平
は
、
こ
の
生
徒
が
、
竹
崎
音
吉
で
あ
る
こ
と
を
﹃
寺
田
寅
彦
﹄︵
新
潮
社
、
平
二
・
六
︶
で
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
時
の
竹
崎
の
成
績
は
、
五
高
記
念
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
英
語
の
講
読
の
点
数
が
不
足
し
て
い
る
も
の
の
、
留
年
す
る
こ
と
な
く
進
学
し
て
い
る
。
寅
彦
の
委
員
と
し
て
の
役
割
が
功
を
奏
し
た
か
否
か
は
、
成
績
表
を
見
る
限
り
不
明
で
あ
る
。
寅
彦
は
委
員
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
た
あ
と
﹁
俳
句
と
は
一
体
ど
ん
な
も
の
で
す
か
﹂
と
尋
ね
た
と
い
う
。
寅
彦
自
身
﹁
俳
句
に
対
す
る
興
味
が
大
分
発
酵
し
か
け
て
ゐ
た
﹂
時
だ
っ
た
。
寅
彦
の
こ
の
年
の
一
月
一
〇
日
の
日
記
に
は
、﹁
春
陽
堂
懸
賞
俳
句
﹂
に
応
募
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、﹁
野
に
老
て
菜
の
花
の
み
は
見
飽
か
ざ
る
﹂﹁
僧
が
庵
菜
の
花
生
け
て
茶
も
あ
る
ら
し
﹂
の
二
句
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
漱
石
か
ら
﹁
俳
句
は
レ
ト
リ
ッ
ク
の
煎
じ
詰
め
た
も
の
で
あ
る
﹂﹁
扇
の
か
な
め
の
や
う
な
集
注
点
を
指
摘
し
描
写
し
て
、
そ
れ
か
ら
放
散
す
る
連
想
の
世
界
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
﹂﹁
花
が
散
つ
て
雪
の
や
う
だ
と
云
つ
た
や
う
な
常
套
な
描
写
を
月
並
と
い
ふ
﹂﹁
秋
風
や
白
木
の
弓
に
つ
る
張
ら
ん
と
云
つ
た
や
う
な
句
は
佳
い
句
で
あ
る
﹂﹁
い
く
ら
や
つ
て
も
俳
句
の
出
来
な
い
性
質
の
人
が
あ
る
し
、
始
め
か
ら
う
ま
い
人
も
あ
る
﹂︵﹁
夏
目
漱
石
先
生
の
追
憶
﹂︶
と
い
う
よ
う
な
話
を
聞
か
さ
れ
て
、
寅
彦
は
俳
句
へ
の
興
味
を
か
き
た
て
ら
れ
た
。
夏
休
み
に
帰
郷
す
る
と
子
規
や
虚
子
ら
を
中
心
と
し
た
初
め
て
の
日
本
派
の
句
集
﹃
新
俳
句
﹄︵
明
治
三
一
・
三
︶
を
読
ん
で
俳
句
の
勉
強
を
し
た
。﹁
手
当
り
次
第
の
材
料
を
つ
か
ま
へ
て
二
三
十
句
ば
か
り
﹂
を
作
り
、
九
月
に
熊
本
へ
着
く
と
す
ぐ
に
漱
石
を
訪
問
し
た
。
す
で
に
内
坪
井
の
住
居
に
転
居
し
て
い
た
漱
石
は
、
寅
彦
の
句
稿
に
短
評
や
添
削
を
し
て
次
に
行
っ
た
と
き
に
戻
し
た
。
寅
彦
は
、
一
週
間
に
二
度
も
三
度
も
﹁
丸
で
恋
人
に
で
も
会
ひ
に
行
く
や
う
な
心
持
ち
﹂
で
内
坪
井
の
漱
石
宅
に
通
っ
た
と
い
う
。
寅
彦
が
漱
石
に
見
せ
た
句
稿
は
﹃
寺
田
寅
彦
全
集
﹄
第
一
一
巻
︵
岩
波
書
店
、
平
七
・
一
〇
︶
に
二
一
収
録
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
一
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
の
約
一
年
間
で
総
数
五
八
五
句
。
漱
石
が
正
岡
子
規
に
句
稿
を
送
っ
て
添
削
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
今
度
は
漱
石
が
寅
彦
の
句
稿
に
○
を
つ
け
た
り
、
添
削
し
た
り
し
た
。
漱
石
が
子
規
に
送
っ
た
句
稿
数
は
三
五
で
総
数
一
四
四
八
句
。
寅
彦
の
句
稿
は
わ
ず
か
一
年
間
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
漱
石
は
明
治
二
八
年
か
ら
三
二
年
ま
で
の
四
年
間
だ
か
ら
、
寅
彦
が
こ
の
ま
ま
の
勢
い
で
俳
句
を
作
っ
て
い
た
ら
漱
石
の
全
句
数
約
二
五
〇
〇
句
を
軽
く
越
え
て
い
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
漱
石
に
見
せ
た
最
初
の
句
稿
で
、
全
五
〇
句
の
う
ち
○
が
付
い
て
い
る
の
は
一
〇
句
、
○
○
は
一
四
句
で
あ
る
。
坪
内
稔
典
は
、
◎
に
つ
い
て
﹁
傑
作
と
か
秀
作
と
い
う
の
で
は
な
く
、
俳
句
と
し
て
一
応
は
合
格
﹂︵﹃
寺
田
寅
彦
全
集
﹄
第
十
一
巻
解
説
︶
と
い
う
印
、
と
い
う
。
し
か
し
、
た
い
て
い
こ
の
二
重
丸
の
つ
い
た
句
の
中
か
ら
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄﹁
日
本
﹂
な
ど
に
採
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
〇
が
﹁
一
応
合
格
﹂、
◎
あ
る
い
は
〇
〇
は
﹁
よ
く
で
き
て
い
る
﹂
く
ら
い
の
意
味
で
は
な
い
か
。
そ
の
中
の
一
句
﹁
鳴
子
引
日
に
五
匁
の
麻
を
う
む
﹂
が
初
め
て
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
第
二
巻
一
号
︵
明
三
一
・
一
〇
︶
に
掲
載
さ
れ
た
。
同
じ
号
に
千
江
や
紫
川
の
俳
句
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
課
題
句
で
入
選
し
た
も
の
で
、
紫
川
は
子
規
選
に
五
句
、
四
方
太
選
に
一
句
、
虚
子
選
に
一
句
、
千
江
は
、
四
方
太
選
に
一
句
、
霽
月
選
に
二
句
選
ば
れ
て
い
る
。
寅
彦
の
句
は
、
そ
れ
と
は
別
に
漱
石
と
並
ん
で
掲
載
さ
れ
た
。
た
だ
、
寅
彦
の
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
入
選
句
は
千
江
、
紫
川
と
比
較
す
る
と
圧
倒
的
に
少
な
い
。
し
か
し
、
第
三
巻
二
号
︵
明
三
二
・
一
一
︶
で
寅
彦
の
﹁
草
枯
の
道
鄙
に
入
る
道
祖
神
﹂
と
い
う
句
が
子
規
選
で
﹁
天
﹂
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
寅
彦
も
格
別
の
思
い
を
抱
い
た
だ
ろ
う
。
新
聞
﹁
日
本
﹂
に
最
初
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
一
年
一
〇
月
一
一
日
で
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も
し
﹁
自
殺
未
遂
﹂
で
あ
る
な
ら
ば
、
と
う
て
い
こ
の
よ
う
な
対
応
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、
鏡
子
夫
人
の
事
件
を
﹁
自
殺
未
遂
﹂
と
考
え
ら
れ
な
い
根
拠
の
一
つ
で
も
あ
る⑺
。
漱
石
は
こ
の
と
き
、
点
を
や
る
と
も
、
や
ら
な
い
と
も
言
わ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
太
田
文
平
は
、
こ
の
生
徒
が
、
竹
崎
音
吉
で
あ
る
こ
と
を
﹃
寺
田
寅
彦
﹄︵
新
潮
社
、
平
二
・
六
︶
で
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
時
の
竹
崎
の
成
績
は
、
五
高
記
念
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
英
語
の
講
読
の
点
数
が
不
足
し
て
い
る
も
の
の
、
留
年
す
る
こ
と
な
く
進
学
し
て
い
る
。
寅
彦
の
委
員
と
し
て
の
役
割
が
功
を
奏
し
た
か
否
か
は
、
成
績
表
を
見
る
限
り
不
明
で
あ
る
。
寅
彦
は
委
員
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
た
あ
と
﹁
俳
句
と
は
一
体
ど
ん
な
も
の
で
す
か
﹂
と
尋
ね
た
と
い
う
。
寅
彦
自
身
﹁
俳
句
に
対
す
る
興
味
が
大
分
発
酵
し
か
け
て
ゐ
た
﹂
時
だ
っ
た
。
寅
彦
の
こ
の
年
の
一
月
一
〇
日
の
日
記
に
は
、﹁
春
陽
堂
懸
賞
俳
句
﹂
に
応
募
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、﹁
野
に
老
て
菜
の
花
の
み
は
見
飽
か
ざ
る
﹂﹁
僧
が
庵
菜
の
花
生
け
て
茶
も
あ
る
ら
し
﹂
の
二
句
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
漱
石
か
ら
﹁
俳
句
は
レ
ト
リ
ッ
ク
の
煎
じ
詰
め
た
も
の
で
あ
る
﹂﹁
扇
の
か
な
め
の
や
う
な
集
注
点
を
指
摘
し
描
写
し
て
、
そ
れ
か
ら
放
散
す
る
連
想
の
世
界
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
﹂﹁
花
が
散
つ
て
雪
の
や
う
だ
と
云
つ
た
や
う
な
常
套
な
描
写
を
月
並
と
い
ふ
﹂﹁
秋
風
や
白
木
の
弓
に
つ
る
張
ら
ん
と
云
つ
た
や
う
な
句
は
佳
い
句
で
あ
る
﹂﹁
い
く
ら
や
つ
て
も
俳
句
の
出
来
な
い
性
質
の
人
が
あ
る
し
、
始
め
か
ら
う
ま
い
人
も
あ
る
﹂︵﹁
夏
目
漱
石
先
生
の
追
憶
﹂︶
と
い
う
よ
う
な
話
を
聞
か
さ
れ
て
、
寅
彦
は
俳
句
へ
の
興
味
を
か
き
た
て
ら
れ
た
。
夏
休
み
に
帰
郷
す
る
と
子
規
や
虚
子
ら
を
中
心
と
し
た
初
め
て
の
日
本
派
の
句
集
﹃
新
俳
句
﹄︵
明
治
三
一
・
三
︶
を
読
ん
で
俳
句
の
勉
強
を
し
た
。﹁
手
当
り
次
第
の
材
料
を
つ
か
ま
へ
て
二
三
十
句
ば
か
り
﹂
を
作
り
、
九
月
に
熊
本
へ
着
く
と
す
ぐ
に
漱
石
を
訪
問
し
た
。
す
で
に
内
坪
井
の
住
居
に
転
居
し
て
い
た
漱
石
は
、
寅
彦
の
句
稿
に
短
評
や
添
削
を
し
て
次
に
行
っ
た
と
き
に
戻
し
た
。
寅
彦
は
、
一
週
間
に
二
度
も
三
度
も
﹁
丸
で
恋
人
に
で
も
会
ひ
に
行
く
や
う
な
心
持
ち
﹂
で
内
坪
井
の
漱
石
宅
に
通
っ
た
と
い
う
。
寅
彦
が
漱
石
に
見
せ
た
句
稿
は
﹃
寺
田
寅
彦
全
集
﹄
第
一
一
巻
︵
岩
波
書
店
、
平
七
・
一
〇
︶
に
二
一
収
録
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
一
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
の
約
一
年
間
で
総
数
五
八
五
句
。
漱
石
が
正
岡
子
規
に
句
稿
を
送
っ
て
添
削
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
今
度
は
漱
石
が
寅
彦
の
句
稿
に
○
を
つ
け
た
り
、
添
削
し
た
り
し
た
。
漱
石
が
子
規
に
送
っ
た
句
稿
数
は
三
五
で
総
数
一
四
四
八
句
。
寅
彦
の
句
稿
は
わ
ず
か
一
年
間
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
漱
石
は
明
治
二
八
年
か
ら
三
二
年
ま
で
の
四
年
間
だ
か
ら
、
寅
彦
が
こ
の
ま
ま
の
勢
い
で
俳
句
を
作
っ
て
い
た
ら
漱
石
の
全
句
数
約
二
五
〇
〇
句
を
軽
く
越
え
て
い
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
漱
石
に
見
せ
た
最
初
の
句
稿
で
、
全
五
〇
句
の
う
ち
○
が
付
い
て
い
る
の
は
一
〇
句
、
○
○
は
一
四
句
で
あ
る
。
坪
内
稔
典
は
、
◎
に
つ
い
て
﹁
傑
作
と
か
秀
作
と
い
う
の
で
は
な
く
、
俳
句
と
し
て
一
応
は
合
格
﹂︵﹃
寺
田
寅
彦
全
集
﹄
第
十
一
巻
解
説
︶
と
い
う
印
、
と
い
う
。
し
か
し
、
た
い
て
い
こ
の
二
重
丸
の
つ
い
た
句
の
中
か
ら
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄﹁
日
本
﹂
な
ど
に
採
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
〇
が
﹁
一
応
合
格
﹂、
◎
あ
る
い
は
〇
〇
は
﹁
よ
く
で
き
て
い
る
﹂
く
ら
い
の
意
味
で
は
な
い
か
。
そ
の
中
の
一
句
﹁
鳴
子
引
日
に
五
匁
の
麻
を
う
む
﹂
が
初
め
て
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
第
二
巻
一
号
︵
明
三
一
・
一
〇
︶
に
掲
載
さ
れ
た
。
同
じ
号
に
千
江
や
紫
川
の
俳
句
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
課
題
句
で
入
選
し
た
も
の
で
、
紫
川
は
子
規
選
に
五
句
、
四
方
太
選
に
一
句
、
虚
子
選
に
一
句
、
千
江
は
、
四
方
太
選
に
一
句
、
霽
月
選
に
二
句
選
ば
れ
て
い
る
。
寅
彦
の
句
は
、
そ
れ
と
は
別
に
漱
石
と
並
ん
で
掲
載
さ
れ
た
。
た
だ
、
寅
彦
の
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
入
選
句
は
千
江
、
紫
川
と
比
較
す
る
と
圧
倒
的
に
少
な
い
。
し
か
し
、
第
三
巻
二
号
︵
明
三
二
・
一
一
︶
で
寅
彦
の
﹁
草
枯
の
道
鄙
に
入
る
道
祖
神
﹂
と
い
う
句
が
子
規
選
で
﹁
天
﹂
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
寅
彦
も
格
別
の
思
い
を
抱
い
た
だ
ろ
う
。
新
聞
﹁
日
本
﹂
に
最
初
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
一
年
一
〇
月
一
一
日
で
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こ
と
も
稀
で
は
な
い
﹂︵
紫
川
前
掲
文
︶
と
い
う
。﹃
漱
石
全
集
﹄
に
収
録
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
紫
川
宛
書
簡
︵
明
三
一
・
六
・
一
〇
付
︶
に
は
﹁
大
兄
の
俳
句
千
江
氏
の
分
と
共
に
過
日
子
規
手
許
迄
送
り
置
候
処
本
日
着
の
日
本
に
三
句
丈
掲
載
﹂
と
あ
る
。
こ
れ
は
六
月
四
日
付
新
聞
﹁
日
本
﹂
に
掲
載
さ
れ
た
千
江
の
俳
句
三
句
﹁
五
月
雨
や
先
づ
箒
木
の
巻
を
読
む
﹂﹁
打
水
や
竹
の
小
柄
杓
女
の
童
﹂﹁
打
ち
揃
ひ
て
猿
は
小
袖
を
更
衣
﹂、
五
日
掲
載
の
紫
川
の
俳
句
三
句
﹁
虫
干
や
幼
児
の
陣
羽
織
着
た
る
﹂﹁
蝙
蝠
の
愚
を
□
ら
せ
る
飛
び
様
や
﹂︵
一
字
不
明
︶﹁
呉
の
む
ら
雲
越
の
夕
立
と
な
り
に
け
り
﹂
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
﹁
日
本
﹂
に
掲
載
さ
れ
た
最
初
の
句
だ
が
、
こ
の
二
人
の
俳
句
熱
の
高
ま
り
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
雑
誌
﹃
日
本
人
﹄、
新
聞
﹁
日
本
﹂
に
二
人
の
俳
句
が
次
々
と
掲
載
さ
れ
た
。
千
江
は
、
こ
の
時
代
の
こ
と
を
長
女
に
語
っ
て
い
た
よ
う
で
、
厨
川
登
久
子
の
﹁
父
の
あ
れ
こ
れ
﹂
に
あ
る
時
は
、
こ
の
前
提
出
ず
み
の
句
の
批
評
を
、
い
つ
も
は
次
に
行
っ
た
時
に
批
評
し
て
も
ら
う
の
だ
が
、
そ
の
時
は
先
生
は
何
も
言
わ
な
い
。﹁
こ
の
前
の
―
―
。﹂
と
、
よ
ほ
ど
い
い
た
い
の
を
父
も
我
慢
し
た
の
だ
そ
う
だ
。
や
が
て
し
て
別
の
機
会
に
父
の
句
稿
を
示
し
、
﹁
子
規
か
ら
こ
う
い
っ
て
来
た
よ
。﹂
と
い
う
わ
け
で
、
言
い
わ
け
が
ま
し
い
こ
と
を
言
わ
な
か
っ
た
漱
石
、
そ
れ
を
感
心
し
て
い
る
ら
し
か
っ
た
。
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う⑸
。
五
高
時
代
の
生
徒
の
句
稿
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
寺
田
寅
彦
の
も
の
だ
け
だ
が
、
こ
の
回
想
か
ら
、
句
稿
を
持
っ
て
行
っ
た
生
徒
に
は
寅
彦
と
同
様
の
批
評
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
す
ぐ
れ
た
も
の
を
子
規
に
送
っ
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
特
に
千
江
は
熱
心
で
、
秋
に
な
る
と
﹁
俳
句
会
﹂
を
興
そ
う
と
、
学
校
内
で
俳
句
を
作
る
と
い
う
者
、
俳
書
を
読
む
と
い
う
者
す
べ
て
に
声
を
掛
け
、
一
〇
月
二
日
内
坪
井
の
漱
石
の
指
導
の
も
と
に
漱
石
の
家
で
初
め
て
の
運
座
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
寺
田
寅
彦
、
千
江
、
紫
川
の
ほ
か
、
白しら
仁に
三
郎
︵
白はく
楊よう
、
の
ち
の
坂
元
雪
鳥
︶、
石
川
芝
峰
、
平
川
草
江
、
古
橋
蓼
舟
な
ど
一
一
人
が
集
ま
っ
た
。
こ
れ
が
熊
本
に
初
め
て
新
派
俳
句
の
結
社
が
で
き
た
記
念
す
べ
き
日
で
あ
る
。
当
日
の
互
選
最
高
点
の
句
は
千
江
の
﹁
雁
鳴
く
や
馬
上
硯
を
と
り
よ
す
る
﹂
だ
っ
た
。
新
派
俳
句
会
は
、
厨
川
千
江
と
蒲
生
紫
川
に
よ
っ
て
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
と
命
名
さ
れ
た
。
同
じ
く
一
〇
月
、
そ
れ
ま
で
四
国
松
山
で
柳
原
極
堂
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
俳
誌
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
が
経
営
に
行
き
詰
ま
り
、
東
京
に
拠
点
を
移
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
編
集
は
高
浜
虚
子
に
ま
か
さ
れ
た
。
こ
の
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
の
第
二
巻
一
号
︵
明
三
一
・
一
〇
︶
か
ら
紫
川
、
千
江
の
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る⑹
。
三
、
漱
石
と
寺
田
寅
彦
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
の
一
人
に
、
寺
田
寅
彦
が
い
る
。
寅
彦
も
ま
た
、
五
高
時
代
に
熱
心
に
俳
句
を
学
ん
だ
一
人
だ
。
厨
川
千
江
、
蒲
生
紫
川
に
少
し
遅
れ
て
漱
石
の
家
を
訪
ね
て
い
る
。
寅
彦
は
、
明
治
二
九
︵
一
八
九
六
︶
年
九
月
五
高
に
入
学
し
た
。
明
治
三
一
︵
一
八
九
八
︶
年
、
同
郷
の
会
の
﹁
土
佐
会
﹂
で
、
試
験
の
成
績
の
悪
か
っ
た
生
徒
の
た
め
に
﹁
点
を
貰
う
﹂
委
員
と
な
り
、
漱
石
と
田
丸
卓
郎
の
家
を
訪
問
し
た
の
が
、﹁
生
涯
の
師
﹂
と
出
会
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
明
治
三
一
年
の
二
年
生
の
学
年
末
試
験
は
六
月
二
四
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
で
あ
る
。
成
績
不
良
者
の
発
表
は
七
月
一
四
日
だ
か
ら
、
漱
石
の
家
を
訪
ね
た
の
は
そ
れ
以
降
の
こ
と
だ
ろ
う
。
七
月
末
に
は
、
内
坪
井
の
家
に
転
居
し
て
い
る
の
で
、
転
居
間
際
の
訪
問
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
寅
彦
の
﹁
夏
目
漱
石
先
生
の
追
憶
﹂
︵﹃
漱
石
全
集
﹄
別
巻
、
平
八
・
二
︶
に
よ
る
と
、
寅
彦
が
点
を
貰
い
に
訪
問
す
る
と
﹁
玄
関
払
ひ
を
喰
は
せ
る
先
生
も
あ
つ
た
が
夏
目
先
生
は
平
気
で
快
く
会
つ
て
く
れ
た
﹂
と
い
う
。
こ
の
時
期
は
、
例
の
鏡
子
夫
人
の
事
件
︵
白
川
で
溺
死
し
そ
う
に
な
っ
た
事
件
︶
か
ら
、
わ
ず
か
二
カ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
の
事
件
が
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で
は
な
い
と
断
る
と
、
そ
れ
で
は
何
か
文
章
を
書
い
て
く
だ
さ
い
と
、
実
は
演
説
部
委
員
は
雑
誌
部
委
員
も
兼
ね
て
い
た
た
め
、
さ
す
が
の
漱
石
も
断
り
切
れ
な
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
あ
る
文
章
で
あ
る⑴
。　
　
　
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
五
〇
号
︵
明
二
九
・
一
一
︶
か
ら
は
、
中
内
蝶
二
だ
け
で
な
く
多
く
の
句
作
が
始
ま
っ
て
い
る
。
第
五
三
号
︵
明
三
〇
・
二
︶
に
は
漱
石
の
漢
詩
が
、
第
五
七
号
︵
明
三
〇
・
六
︶
に
は
、
俳
句
の
掲
載
は
な
い
も
の
の
批
評
欄
に
枯
骨
の
署
名
で
﹁
本
誌
第
五
十
六
号
を
読
み
て
﹂
と
い
う
文
が
掲
載
さ
れ
、
そ
こ
に
﹁
俳
句
は
漱
石
先
生
に
嘱
し
て
一
層
撰
攻
を
厳
に
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
﹂
と
の
言
が
あ
る
。
漱
石
赴
任
後
一
年
を
経
て
、
生
徒
た
ち
の
間
に
俳
人
漱
石
の
名
前
が
知
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
明
治
三
〇
︵
一
八
九
七
︶
年
一
月
に
は
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
が
創
刊
さ
れ
る
が
、
漱
石
が
、
同
年
五
月
二
五
日
付
村
上
霽
月
宛
書
簡
に
﹁
ほ
と
ゝ
ぎ
す
は
学
生
并
に
小
生
宛
一
部
く
れ
た
り
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
徒
に
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
を
紹
介
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
第
五
九
号
︵
明
三
〇
・
一
〇
︶﹁
雑
報
﹂
に
は
﹁
俳
句
の
投
稿
者
頗
る
多
か
り
し
も
、
是
正
を
瀬マゝ
石
先
生
に
乞
ひ
た
る
に
、
悉
く
再
考
を
要
せ
ず
ん
ば
と
の
こ
と
。
諸
君
尚
一
番マゝ
の
練
心
を
願
ふ
﹂
と
あ
り
、
漱
石
を
瀬
石
と
ま
ち
が
っ
て
は
い
る
が
、
漱
石
に
俳
句
の
批
正
を
請
う
て
い
る
。﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
六
〇
号
︵
明
三
〇
・
一
一
︶
に
は
漱
石
の
俳
句
が
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
。﹁
所
感
﹂
の
前
書
で
﹁
あ
る
時
は
新
酒
に
酔
て
悔
多
き
﹂、﹁
禅
僧
宗
活
を
訪
ふ
﹂
の
前
書
で
﹁
僧
に
対
す
う
そ
寒
げ
な
る
払
子
か
な
﹂﹁
其
許
は
案
山
子
に
似
た
る
和
尚
か
な
﹂
の
二
句
、﹁
朧
枝
子
幽
居
を
訪
ふ
﹂
の
前
書
で
﹁
淋
し
く
ば
鳴
子
を
な
ら
し
聞
せ
う
か
﹂
の
全
四
句
で
あ
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
漱
石
の
五
高
在
任
中
、﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
句
は
、
こ
の
四
句
だ
け
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
基
準
で
こ
の
四
句
が
選
ば
れ
た
の
か
、
漱
石
自
身
が
こ
れ
ら
の
句
を
掲
載
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
の
か
も
不
明
だ
が
、
違
和
感
を
感
じ
る
。
こ
れ
は
、
漢
詩
が
七
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
や
は
り
少
な
す
ぎ
る
。
漱
石
は
五
高
在
任
中
、
自
身
の
俳
句
を
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
に
掲
載
す
る
こ
と
に
消
極
的
だ
っ
た
と
し
か
思
わ
れ
な
い
の
だ
。
た
だ
、
生
徒
た
ち
の
間
に
俳
人
と
し
て
の
名
が
知
れ
渡
っ
た
こ
と
だ
け
は
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
に
漱
石
に
俳
句
の
指
導
を
乞
う
た
め
自
宅
を
訪
ね
て
き
た
生
徒
が
、
厨くりや
が
わ川
肇ただ
し︵
千
江
︶
と
蒲がも
う生
栄さか
え︵
紫
川
、
の
ち
原
姓
と
な
る
︶
の
二
人
で
あ
る
。
厨
川
千
江
は
、
明
治
一
一
︵
一
八
七
八
︶
年
一
月
一
八
日
島
根
県
生
ま
れ
。
明
治
二
九
︵
一
八
九
六
︶
年
五
高
文
科
に
入
学
し
た
。
中
学
時
代
か
ら
俳
号
を
用
い
て
お
り
、﹁
千
江
﹂
は
故
郷
の
松
原
湾
が
﹁
千ち
江え
が
浜
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う⑵
。
蒲
生
紫
川
は
、
明
治
一
二
︵
一
八
七
九
︶
年
一
〇
月
福
岡
県
生
ま
れ
。
明
治
三
〇
年
に
五
高
第
三
部
︵
医
科
︶
に
入
学
し
た
。
明
治
三
一
︵
一
八
九
八
︶
年
一
月
、
紫
川
は
五
高
の
習
学
寮
で
同
室
だ
っ
た
千
江
と
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
﹁
俳
句
を
作
っ
て
み
よ
う
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
後
日
数
十
句
を
持
ち
寄
っ
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
俳
句
の
知
識
の
な
い
二
人
は
、
﹁
こ
れ
で
は
面
白
く
な
い
﹂
と
千
江
が
﹁
夏
目
先
生
が
句
を
作
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
話
を
聞
き
に
行
こ
う
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
当
時
井
川
淵
町
に
あ
っ
た
漱
石
の
家
を
訪
問
し
た
。
次
に
来
る
と
き
に
は
俳
句
を
作
っ
て
来
る
よ
う
に
と
漱
石
に
言
わ
れ
て
﹁
田
螺
十
句
﹂
を
持
っ
て
行
っ
た
と
記
し
て
い
る
︵﹁
九
州
の
新
派
俳
句
会
﹂﹃
懸
葵
﹄
明
三
七
・
五
︶。
こ
の
最
初
の
訪
問
の
時
期
に
つ
い
て
蒲
池
正
紀
は
五
月
く
ら
い
の
こ
と
と
推
測
し
た⑶
。
し
か
し
、﹁
田
螺
十
句
﹂
の
う
ち
で
、
佳
い
句
と
評
さ
れ
た
﹁
田
螺
と
は
あ
は
れ
な
貝
の
名
な
り
け
り
﹂
が
、
五
月
五
日
刊
の
雑
誌
﹃
日
本
人
﹄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
漱
石
の
家
を
二
度
目
に
訪
問
し
た
の
は
遅
く
と
も
四
月
下
旬
の
こ
と
で
、
最
初
の
訪
問
は
四
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
漱
石
が
井
川
淵
の
家
に
引
っ
越
し
て
ま
も
な
く
彼
ら
は
漱
石
を
訪
問
し
た
の
だ
。﹃
日
本
人
﹄
は
五
日
と
二
〇
日
の
月
二
回
の
刊
行
だ
っ
た
が
、
以
後
毎
号
の
よ
う
に
二
人
の
俳
句
が
掲
載
さ
れ
、
五
高
を
卒
業
す
る
明
治
三
三
年
七
月
ま
で
に
千
江
二
六
句
、
紫
川
三
三
句
が
掲
載
さ
れ
た⑷
。
こ
の
二
人
の
作
句
意
欲
は
す
さ
ま
じ
く
、﹁
日
に
百
句
二
百
句
以
上
を
物
し
た
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で
は
な
い
と
断
る
と
、
そ
れ
で
は
何
か
文
章
を
書
い
て
く
だ
さ
い
と
、
実
は
演
説
部
委
員
は
雑
誌
部
委
員
も
兼
ね
て
い
た
た
め
、
さ
す
が
の
漱
石
も
断
り
切
れ
な
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
あ
る
文
章
で
あ
る⑴
。　
　
　
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
五
〇
号
︵
明
二
九
・
一
一
︶
か
ら
は
、
中
内
蝶
二
だ
け
で
な
く
多
く
の
句
作
が
始
ま
っ
て
い
る
。
第
五
三
号
︵
明
三
〇
・
二
︶
に
は
漱
石
の
漢
詩
が
、
第
五
七
号
︵
明
三
〇
・
六
︶
に
は
、
俳
句
の
掲
載
は
な
い
も
の
の
批
評
欄
に
枯
骨
の
署
名
で
﹁
本
誌
第
五
十
六
号
を
読
み
て
﹂
と
い
う
文
が
掲
載
さ
れ
、
そ
こ
に
﹁
俳
句
は
漱
石
先
生
に
嘱
し
て
一
層
撰
攻
を
厳
に
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
﹂
と
の
言
が
あ
る
。
漱
石
赴
任
後
一
年
を
経
て
、
生
徒
た
ち
の
間
に
俳
人
漱
石
の
名
前
が
知
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
明
治
三
〇
︵
一
八
九
七
︶
年
一
月
に
は
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
が
創
刊
さ
れ
る
が
、
漱
石
が
、
同
年
五
月
二
五
日
付
村
上
霽
月
宛
書
簡
に
﹁
ほ
と
ゝ
ぎ
す
は
学
生
并
に
小
生
宛
一
部
く
れ
た
り
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
徒
に
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
を
紹
介
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
第
五
九
号
︵
明
三
〇
・
一
〇
︶﹁
雑
報
﹂
に
は
﹁
俳
句
の
投
稿
者
頗
る
多
か
り
し
も
、
是
正
を
瀬マゝ
石
先
生
に
乞
ひ
た
る
に
、
悉
く
再
考
を
要
せ
ず
ん
ば
と
の
こ
と
。
諸
君
尚
一
番マゝ
の
練
心
を
願
ふ
﹂
と
あ
り
、
漱
石
を
瀬
石
と
ま
ち
が
っ
て
は
い
る
が
、
漱
石
に
俳
句
の
批
正
を
請
う
て
い
る
。﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
六
〇
号
︵
明
三
〇
・
一
一
︶
に
は
漱
石
の
俳
句
が
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
。﹁
所
感
﹂
の
前
書
で
﹁
あ
る
時
は
新
酒
に
酔
て
悔
多
き
﹂、﹁
禅
僧
宗
活
を
訪
ふ
﹂
の
前
書
で
﹁
僧
に
対
す
う
そ
寒
げ
な
る
払
子
か
な
﹂﹁
其
許
は
案
山
子
に
似
た
る
和
尚
か
な
﹂
の
二
句
、﹁
朧
枝
子
幽
居
を
訪
ふ
﹂
の
前
書
で
﹁
淋
し
く
ば
鳴
子
を
な
ら
し
聞
せ
う
か
﹂
の
全
四
句
で
あ
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
漱
石
の
五
高
在
任
中
、﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
句
は
、
こ
の
四
句
だ
け
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
基
準
で
こ
の
四
句
が
選
ば
れ
た
の
か
、
漱
石
自
身
が
こ
れ
ら
の
句
を
掲
載
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
の
か
も
不
明
だ
が
、
違
和
感
を
感
じ
る
。
こ
れ
は
、
漢
詩
が
七
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
や
は
り
少
な
す
ぎ
る
。
漱
石
は
五
高
在
任
中
、
自
身
の
俳
句
を
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
に
掲
載
す
る
こ
と
に
消
極
的
だ
っ
た
と
し
か
思
わ
れ
な
い
の
だ
。
た
だ
、
生
徒
た
ち
の
間
に
俳
人
と
し
て
の
名
が
知
れ
渡
っ
た
こ
と
だ
け
は
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
に
漱
石
に
俳
句
の
指
導
を
乞
う
た
め
自
宅
を
訪
ね
て
き
た
生
徒
が
、
厨くりや
が
わ川
肇ただ
し︵
千
江
︶
と
蒲がも
う生
栄さか
え︵
紫
川
、
の
ち
原
姓
と
な
る
︶
の
二
人
で
あ
る
。
厨
川
千
江
は
、
明
治
一
一
︵
一
八
七
八
︶
年
一
月
一
八
日
島
根
県
生
ま
れ
。
明
治
二
九
︵
一
八
九
六
︶
年
五
高
文
科
に
入
学
し
た
。
中
学
時
代
か
ら
俳
号
を
用
い
て
お
り
、﹁
千
江
﹂
は
故
郷
の
松
原
湾
が
﹁
千ち
江え
が
浜
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う⑵
。
蒲
生
紫
川
は
、
明
治
一
二
︵
一
八
七
九
︶
年
一
〇
月
福
岡
県
生
ま
れ
。
明
治
三
〇
年
に
五
高
第
三
部
︵
医
科
︶
に
入
学
し
た
。
明
治
三
一
︵
一
八
九
八
︶
年
一
月
、
紫
川
は
五
高
の
習
学
寮
で
同
室
だ
っ
た
千
江
と
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
﹁
俳
句
を
作
っ
て
み
よ
う
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
後
日
数
十
句
を
持
ち
寄
っ
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
俳
句
の
知
識
の
な
い
二
人
は
、
﹁
こ
れ
で
は
面
白
く
な
い
﹂
と
千
江
が
﹁
夏
目
先
生
が
句
を
作
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
話
を
聞
き
に
行
こ
う
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
当
時
井
川
淵
町
に
あ
っ
た
漱
石
の
家
を
訪
問
し
た
。
次
に
来
る
と
き
に
は
俳
句
を
作
っ
て
来
る
よ
う
に
と
漱
石
に
言
わ
れ
て
﹁
田
螺
十
句
﹂
を
持
っ
て
行
っ
た
と
記
し
て
い
る
︵﹁
九
州
の
新
派
俳
句
会
﹂﹃
懸
葵
﹄
明
三
七
・
五
︶。
こ
の
最
初
の
訪
問
の
時
期
に
つ
い
て
蒲
池
正
紀
は
五
月
く
ら
い
の
こ
と
と
推
測
し
た⑶
。
し
か
し
、﹁
田
螺
十
句
﹂
の
う
ち
で
、
佳
い
句
と
評
さ
れ
た
﹁
田
螺
と
は
あ
は
れ
な
貝
の
名
な
り
け
り
﹂
が
、
五
月
五
日
刊
の
雑
誌
﹃
日
本
人
﹄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
漱
石
の
家
を
二
度
目
に
訪
問
し
た
の
は
遅
く
と
も
四
月
下
旬
の
こ
と
で
、
最
初
の
訪
問
は
四
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
漱
石
が
井
川
淵
の
家
に
引
っ
越
し
て
ま
も
な
く
彼
ら
は
漱
石
を
訪
問
し
た
の
だ
。﹃
日
本
人
﹄
は
五
日
と
二
〇
日
の
月
二
回
の
刊
行
だ
っ
た
が
、
以
後
毎
号
の
よ
う
に
二
人
の
俳
句
が
掲
載
さ
れ
、
五
高
を
卒
業
す
る
明
治
三
三
年
七
月
ま
で
に
千
江
二
六
句
、
紫
川
三
三
句
が
掲
載
さ
れ
た⑷
。
こ
の
二
人
の
作
句
意
欲
は
す
さ
ま
じ
く
、﹁
日
に
百
句
二
百
句
以
上
を
物
し
た
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る
。
し
か
し
、
一
方
で
漱
石
の
俳
句
へ
の
情
熱
は
松
山
時
代
ほ
ど
で
は
な
く
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
を
つ
な
ぎ
止
め
た
の
が
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
の
学
生
た
ち
と
の
関
わ
り
で
は
な
か
っ
た
か
。
漱
石
と
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
の
関
わ
り
を
中
心
に
論
じ
た
い
。
二
、「
紫
溟
吟
社
」
以
前
漱
石
の
赴
任
は
、
第
五
高
等
学
校
の
校
友
会
雑
誌
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
四
六
号
︵
明
二
九
・
四
・
七
︶
に
﹁
諸
講
師
来
任
﹂
の
見
出
し
で
加
藤
晴
比
古
、
鶴
田
禄
四
郎
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
漱
石
赴
任
前
の
雑
誌
で
あ
る
が
、﹁
夏
目
金
之
助
氏
。
吾
校
の
英
文
学
に
於
け
る
佐
久
間
教
授
あ
り
。
吾
人
窃
に
以
て
相
誇
れ
り
。
而
し
て
今
夏
目
文
学
士
の
来
任
に
会
す
。
吾
人
は
本
校
の
為
に
其
人
を
得
た
る
を
喜
ぶ
。
願
は
く
ば
吾
校
の
為
に
、
又
た
斯
道
の
為マ
めゝ
に
、
各
そ
の
特
長
を
発
揮
し
て
、
吾
校
を
し
て
他
校
の
後
に
瞠
若
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
こ
れ
を
学
ぶ
も
の
を
し
て
其
の
望
を
満
た
し
め
、
以
て
斯
道
に
大
に
尽
さ
れ
ん
こ
と
を
﹂
と
、
初
の
帝
国
大
出
身
の
英
語
教
師
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
、
来
任
す
る
夏
目
金
之
助
が
、﹁
漱
石
﹂
と
い
う
号
を
も
つ
俳
人
で
も
あ
る
こ
と
な
ど
、
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
だ
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄
創
刊
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
漱
石
の
俳
句
は
雑
誌
﹃
日
本
人
﹄
や
新
聞
﹁
日
本
﹂
に
時
折
掲
載
さ
れ
る
程
度
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
を
購
読
し
て
い
な
い
限
り
熊
本
で
漱
石
の
俳
句
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
五
高
で
の
俳
句
の
状
況
は
、
漱
石
赴
任
以
前
の
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄﹁
文
苑
欄
﹂
を
見
る
と
、
第
五
号
︵
明
二
五
・
三
︶
に
﹁
春
雨
の
跡
や
寂
し
き
梅
の
か
げ
﹂
他
四
句
、
第
二
三
号
︵
明
二
七
・
二
︶
に
﹁
俳
句
︵
冠
句
附
︶﹂
と
し
て
﹁
乳
貰
更
け
し
人
戸
を
叩
兼
﹂
他
七
句
、
第
二
四
号
︵
明
二
七
・
三
︶
に
﹁
親
心
子
の
初
陣
の
遠
百
度
﹂
他
八
句
の
全
二
二
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
漱
石
着
任
後
の
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
四
八
号
︵
明
二
九
・
六
︶
に
は
、
ま
と
ま
っ
た
俳
句
が
現
れ
る
。
中
内
蝶
二
の
﹁
昼
寝
の
夢
﹂
と
題
す
る
一
二
句
。
梓
氷
川
の
﹁
俳
句
九
首
﹂
で
あ
る
。
中
内
蝶
二
は
当
時
第
一
部
文
科
二
年
の
中
内
義
一
で
あ
る
。
中
内
は
硯
友
会
会
員
で
そ
れ
以
前
は
専
ら
和
歌
ば
か
り
作
っ
て
い
た
生
徒
で
あ
る
。
後
年
、
博
文
館
を
へ
て
万
朝
報
の
記
者
と
な
り
、
蝶
二
の
号
で
小
説
や
戯
曲
な
ど
を
書
い
た
。
漱
石
は
、
赴
任
当
初
文
科
二
年
の
監
督
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
一
連
の
俳
句
作
句
の
契
機
は
、
漱
石
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
で
は
、
漱
石
が
俳
人
で
も
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
た
の
は
だ
れ
か
。
お
そ
ら
く
松
山
時
代
の
教
え
子
た
ち
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
山
本
信
博
の
回
想
︵﹁
松
山
か
ら
熊
本
﹂﹃
漱
石
全
集
﹄
別
巻
、
岩
波
書
店
、
平
八
・
二
︶
に
よ
る
と
、
山
本
は
漱
石
が
松
山
に
赴
任
し
た
と
き
に
は
、
す
で
に
中
学
を
卒
業
し
て
い
た
が
、
卒
業
生
の
﹁
腕
白
者
数
名
﹂
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
﹁
新
米
先
生
を
冷
か
し
て
や
ら
う
ぐ
ら
ゐ
の
意
味
を
以
て
、
先
生
の
下
宿
を
訪
問
し
た
が
、
僅
に
三
十
分
か
一
時
間
の
談
話
中
に
、
何
か
知
ら
ん
感
心
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
つ
て
、
虎
の
如
く
に
し
て
往
つ
た
者
が
、
猫
の
如
く
に
な
つ
て
帰
っ
て
来
た
﹂
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
愛
媛
県
尋
常
中
学
校
出
身
で
、
五
高
に
進
学
し
た
生
徒
た
ち
は
、
漱
石
を
﹁
同
県
出
身
の
先
輩
を
迎
へ
る
よ
り
も
、
よ
り
以
上
の
悦
び
と
親
し
み
と
を
以
て
先
生
を
歓
迎
し
た
﹂。
県
人
会
に
招
待
し
た
だ
け
で
な
く
、﹁
一
校
崇
敬
の
中
心
た
る
先
生
が
自
分
等
と
特
殊
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
誇
る
と
同
時
に
、
先
生
を
他
県
の
人
、
他
族
出
身
の
人
の
手
に
渡
す
こ
と
が
惜
し
く
て
堪
ら
な
い
様
な
感
じ
を
以
て
、
常
に
先
生
の
周
囲
を
取
り
囲
む
で
居
た
﹂
と
山
本
は
記
し
て
い
る
。
松
山
で
は
、
漱
石
の
俳
句
は
地
元
紙
﹁
海
南
新
聞
﹂
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
た
め
、
夏
目
先
生
が
漱
石
の
号
で
俳
句
を
作
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
だ
っ
た
。
松
山
の
生
徒
た
ち
が
誇
ら
し
げ
に
熊
本
で
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
﹁
秘
密
﹂
を
語
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
﹃
龍
南
会
雑
誌
﹄
第
四
九
号
︵
明
二
九
・
一
〇
︶
に
は
、
漱
石
の
﹁
人
生
﹂
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
演
説
会
で
何
か
﹁
講
演
﹂
を
す
る
よ
う
頼
み
に
き
た
演
説
部
委
員
に
、
文
章
を
書
く
の
な
ら
と
も
か
く
、
人
前
で
講
演
を
す
る
の
は
得
意
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夏
目
漱
石
が
、
第
五
高
等
学
校
で
生
徒
に
請
わ
れ
て
新
派
俳
句
の
結
社
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
を
指
導
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
を
論
じ
た
も
の
は
、
わ
ず
か
に
蒲
池
正
紀
の
﹁
紫
溟
吟
社
・
そ
の
成
立
と
終
焉
﹂︵﹃
熊
本
商
大
論
集
﹄
一
五
号
、
昭
三
七
・
一
二
︶
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
今
回
、
俳
誌
﹃
ほ
と
ゝ
ぎ
す
﹄、
雑
誌
﹃
日
本
人
﹄、
新
聞
﹁
日
本
﹂﹁
九
州
新
聞
﹂﹁
九
州
日
日
新
聞
﹂
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
、
生
徒
た
ち
の
俳
句
が
ど
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
た
か
、﹁
紫
溟
吟
社
﹂
に
漱
石
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か
を
考
察
し
た
。
特
に
そ
の
中
心
人
物
で
あ
る
厨
川
千
江
、
蒲
生
紫
川
、
寺
田
寅
彦
に
注
目
し
、
漱
石
と
の
交
流
を
明
ら
か
に
し
、
熊
本
時
代
、
五
高
教
師
と
し
て
の
漱
石
の
一
面
を
考
察
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
漱
石
　
俳
句
　
紫
溟
吟
社
　
熊
本
時
代
の
漱
石
　
第
五
高
等
学
校
一
、
は
じ
め
に
漱
石
は
、
明
治
二
九
︵
一
八
九
六
︶
年
四
月
一
三
日
か
ら
明
治
三
三
︵
一
九
〇
〇
︶
年
七
月
一
五
日
ま
で
、
四
年
三
カ
月
熊
本
で
過
ご
し
た
。
そ
の
間
、
第
五
高
等
学
校
︵
五
高
︶
の
英
語
の
教
師
と
し
て
多
く
の
生
徒
を
指
導
し
、
感
化
し
た
。
漱
石
の
後
を
追
っ
て
帝
国
大
学
英
文
学
科
に
進
学
し
た
者
も
い
る
。
ま
た
、
生
徒
に
請
わ
れ
て
俳
句
の
指
導
も
行
っ
た
。
五
高
の
生
徒
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
﹁
紫し
溟めい
吟
社
﹂
は
、
熊
本
に
お
い
て
は
初
の
﹁
新
俳
句
﹂
の
結
社
だ
っ
た
。﹁
紫
溟
吟
社
﹂
は
、
五
高
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、
や
が
て
市
井
の
人
々
に
も
広
が
っ
て
い
く
。
こ
の
﹁
紫
溟
吟
社
﹂
が
熊
本
に
お
け
る
﹁
新
俳
句
﹂
普
及
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
熊
本
時
代
の
漱
石
は
、
ま
だ
、
作
家
と
し
て
の
片
鱗
も
見
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
松
山
時
代
、
子
規
が
結
核
の
病
後
を
養
う
た
め
に
漱
石
の
下
宿
に
同
居
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
漱
石
は
俳
句
開
眼
し
た
。
熊
本
時
代
は
、
松
山
時
代
に
引
き
続
き
、
俳
句
を
作
り
、
そ
の
数
は
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
句
に
上
る
。
生
涯
に
作
っ
た
俳
句
は
お
よ
そ
二
五
〇
〇
余
句
だ
か
ら
そ
の
四
割
を
占
め
る
こ
と
に
な
漱
石
と
「
紫
溟
吟
社
」
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